
Title スペイン黄金時代の社会と人びと : セルバンテスの小説から
Sub Title Gentes en la sociedad española del Siglo de Oro : de la novelística de Cervantes
Author 瀧本, 佳容子(Takimoto, Kayoko)

Publisher 慶應義塾大学日吉紀要刊行委員会
Publication year 2002

Jtitle 慶應義塾大学日吉紀要. 人文科学 No.17 (2002. 5) ,p.85- 131 
JaLC DOI
Abstract
Notes
Genre Departmental Bulletin Paper
URL https://koara.lib.keio.ac.jp/xoonips/modules/xoonips/detail.php?koara_id=AN10065

043-20020531-0085

慶應義塾大学学術情報リポジトリ(KOARA)に掲載されているコンテンツの著作権は、それぞれの著作者、学会または出版社/発行者に帰属し、その
権利は著作権法によって保護されています。引用にあたっては、著作権法を遵守してご利用ください。

The copyrights of content available on the KeiO Associated Repository of Academic resources (KOARA) belong to the respective authors, academic
societies, or publishers/issuers, and these rights are protected by the Japanese Copyright Act. When quoting the content, please follow the
Japanese copyright act.

Powered by TCPDF (www.tcpdf.org)

http://www.tcpdf.org


85

スペイン黄金時代の社会と人びと

一 セルバ ンテスの小説か ら一

瀧 本 佳 容 子

1. は じ め に

 文 豪 ミ ゲ ー ル ・デ ・セ ル バ ン テ ス(Miguel de Cervantes Saavedra，1547

-1616年)が 残 し た い く つ か の ジ ャ ン ル に わ た る 作 品 の う ち
， 長 編 『ド

ン ・キ ホ ー テ 』(Don Quijote，1605年 お よ び1615年)(1)と 短 編 小 説 集

『模 範 小 説 集 』(1>ovelas Ejemplares，1613年)(2)が ， 現 代 の 読 者 に と っ

(i)正 式 に は1605年 に 出 版 さ れ た 前 篇 が 『才 知 あ ふ る る ラ ・マ ンチ ャの 郷 士 ド

 ン ・キ ホ ー テ 』(El ingenioso hidalgo don Quijote de la Mancha)，1615年

 に 出 版 さ れ た 後 篇 が 『才 知 あ ふ る る ラ ・マ ンチ ャの 騎 士 ドン ・キ ホ ー テ 』(El

 ingenioso caballero don Quijote de la Mancha)。 本 稿 へ の 引 用 は 牛 島 信 明 訳

 『新 訳 ドン ・キ ホ ー テ』 前 後 篇 ， 岩 波 書 店 ，1999年 ， を 用 い ， 引 用 箇 所 は 本 文

 中 に 章 数 とペ ー ジ数 を カ ッ コ 内 に 示 した(引 用 部 分 の ル ビ は す べ て 牛 島 に よ

 る)。 また ， 筑 摩 書 房 刊 の 会 田 由 訳(初 版 は1965年)， な ら び に ， 原 典 テ ク ス

 ト と し て ，Don Quijote de la Mancha， Edic. del Instituto de Cervantes， Bar-

 celona，1998(以 下 ， Don Quijote， Edic. del Ito. de Cervantesと 略 記).お よ

 びEl ingenioso hidalgo don Quijote de la Mancha， Edic. de Martin de Riquer，

 Barcelona，1999(以 下 ， Don Quijote， Edic. de Riquerと 略 記).を 参 照 した。

(z)Cervantes， Miguel de， Novelas ejemplares，3tomos， Edic. de Juan Bautista

 Avalle-Arce. Madrid，1992(ld. edic. de los tomos I y II en 1982， la del III

 en 1987)..一 部 は 邦 訳 さ れ ， 牛 島 信 明 編 訳 『セ ル バ ン テ ス 短 篇 集 』 岩 波 書

 店 ，1988年 ， に 所 収 。 『ドン ・キホ ー テ 』 の場 合 と 同 じ く， 牛 島 訳 か らの 引 用

 は 本 文 中 に カ ッコ内 で ペ ー ジ数 を示 した(引 用 部分 の ル ビす べ て 牛 島 〉。
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て 最 も近づ きやすい ものだろ う。 この2作 品 は，内容，形式，表現 な どす

べてにおいて，セルバ ンテス作品中で ももっとも写実的だか らであ る。本

エ ッセ イでは，この2作 品を手 がか りと して， いわ ゆるスペ イン黄 金時

代(3)の 社 会 を支配 した通 念や，それ を代表 す る典型 的人物 を見て い きた

い 。

2.セ ルバ ンテスの生涯 と作 品

 ス ペ インはル ネサ ンス期 よ りイタリアと並んで，牧人小説や騎士道小説

な どの物語文学 を発達 させ， ピカレス カ(ま たは 「ピカレスク」，「悪漢」

と訳 され る)小 説の誕生 によって， スペ イ ン語文学 にお ける写実主義 に独

自の形式 と表現 を与 えた。セ ルバ ンテスは，『ドン ・キホー テ』 の中 に，

これ らの先行す る散文 の形 式 を網羅 的に取 り込み， 同時に，「的確 で意義

深い，そ してその場 に しっ くりと くる言葉 を用い ることによって，文章が

平明で調べの高い， しか も軽妙 なもの となるよう心がけ」(前 編 「序 文」9

頁)， 後世 で近代小説 の嚆 矢 と評価 されるこの作 品を生み出 した。

  『ドン ・キホーテ』前編 の 「序 文」 でセルバ ンテスは，「わた しの知能

が生み出 した息子 ともい うべ きこの書が，想像 しうる限 り，最 も美 しく，

愉快 で，気 の きい た もの で あれ か し と(…)念 願 して い る」(前 編 「序

文」4頁)と 記 して い る。 しか し， 『ドン ・キ ホ ー テ』が 誕 生 した の に

は，セ ルバ ンテ スの文才のみで はな く，苦難 に満 ちたその生涯 もあずか っ

(3)厳 密 に は ， 本 稿 で 「スペ イ ン」 とい う呼 称 を使 う こ と は適 当 で は な い が ， 本

 稿 の テ ー マ か ら判 断 し て， ま た ， 本 稿 が 扱 う 時 代 を ス ペ イ ン 史 学 でMon-

 arquia Hispanica，， la Espana de los Austriasな ど と称 す る の が 定 着 して い る こ

 とか ら， 本 稿 で は ， 「ハ プ ス ブ ル ク朝 スペ イ ン」， 「スペ イ ン帝 国 」 あ る い は 単

 に 「ス ペ イ ン」 とい う語 を使 用 す る。 なお ， や は りす で に定 着 して い る 「ス ペ

 イ ン 黄 金 時 代 」と い う 語 に 関 す る 代 表 的 論 考 はBennassar， Bartolome， La

 Espana del Siglo de Oyo， Barcelona，1990 (la. edic. de la traduccion castellana

 en 1983)，pp.7-16.
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て い た。『ドン ・キホ ーテ』後篇 の最終 章 でセ ルバ ンテス は， 「ドン ・キ

ホー テはただただわた しのため に生 まれ， わた しは ドン ・キホーテのため

に生 まれたのだ。彼が行動 し， わた しがそれ を記述す るこ とによ りわた し

たち二人 だけが一心 同体 になれ る」(後 篇 第74章609頁)(4)と 述 べて いる

が， セルバ ンテス本 人が行動 した期 間はスペ イ ン帝 国の絶頂 を築 いた フェ

リーペ2世(Felipe II， 在 位1556-98年)の 治世 と重 な り，かつスペ イ ン

の盛衰 と歩調 を合 わせ るかの よ うな ものだった(5)。

 外 科 医 の息 子 と して マ ドリー ド近郊 の ア ル カ ラー ・デ ・エ ナー レス

(Alcala de Henares)に 生 まれ，父 親 の仕 事 の都 合 で カ ス テ ィー ジ ャ

(Castilla)地 方 各地 を転 々 としたセルバ ンテスは，マ ドリー ドの人文学者

フア ン ・ロペ ス ・デ ・オジ ョス(Juan L6pez de Hoyos)神 父 の文法学校

に学 び，1568年 ，22歳 の 時にマ ドリー ドで 出版 されたあ る詩集に数編 の

詩 を載せ た。 しか し，翌1569年 に傷 害罪 を起 こ して ローマに出奔 したあ

と，青 年セ ルバ ンテスは文芸 では な く軍 人の道 を志 す。1571年 に は史上

名高い レパ ン トの海戦 に参加 し，左 腕に生涯癒 えない傷 を負いつつ も勇敢

な戦いぶ りを示 した。

 しか しこれ以後，セルバ ンテスの生涯 にふたたび陽があた るには，実 に

30年 以上 を経た1605年 の 『ドン ・キホーテ』前編 出版 を待た なければ な

らなかった。 まず，スペ インへ の帰途で海賊 に襲われ アルジェで5年 間の

幽 こ の 科 白 は ， 作 品 中 で 真 の 著 者 と 設 定 さ れ た 架 空 の モ ー ロ 人 シ デ ・ハ メ ー

 テ ・ベ ネ ンヘ ー リ の も の と し て 書 か れ て い る 。

(5)セ ル バ ン テ ス の 生 涯 に 関 し て は ，Astrana Marin， Luis. Vida ejemplar y he-

 roica de Miguel de Cervantes，6tomos， Madrid，1948-56.を は じ め 大 著 か ら

 論 文 ま で 枚 挙 に い と ま が な い 。 本 稿 で は 主 に ，Riquer， M. de，'lntroduccion'

 aDon Quijote， Edic. de Riquer， pp. XVII-XXXI.お よ びCaravaggio， Jean，

 `Resumen cronologico de la vida de Cervantes'，en Don Quijote， Edic. del

 Ito. de Cervantes， pp. CCXLIII-CCLXXI；Ibid.，'Vida y literatura：Cervan-

 tes en el((Quijote))'，en Don Quijote， Edic. del Ito. de Cervantes， pp. XLI-

 LXVI.に 頼 っ た 。
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捕 虜 生 活 をお くっ た。1580年 に 何 とか帰 国 したの ち38歳 で牧 人小 説

『ラ ・ガ ラテー ア』(La Galatea，1585年)を 出版 し戯 曲 も発 表す るが，

文筆で生計 を立て るこ とはか なわなかった。その ため40歳 で無 敵艦隊 の

食料調達官 と して南部のセ ビージャ(Sevilla)に 移 り，次 いで国庫 徴税 吏

となった。 レパ ン トの海戦で活躍 した旧兵士 にとっては惨 めなこれ らの職

務 は， さらに，無実の罪 による投獄 などの試練 をセルバ ンテスに与 えた。

一方
，肥大 しす ぎた スペ イン帝 国の疲 弊 を体現す るかの よ うな1588年 の

ドー ヴァー海峡 にお ける無敵艦隊の敗北 を経 て，世紀の変 わ り目とほぼ同

時の1598年 に フェ リーペ2世 が薨去 し，戦争 に明 け暮れた スペ インは束

の 間の休 息 に入 った。新 王 フ ェ リー ペ3世(Felipe III， 在 位1598-1621

年)の 治世 が始 ま り，セ ルバ ンテ スは遷 都に合 わせ て1604年 にバ ジャ ド

リー ド(Valladolid)に 居 を移 した。 そ して 翌1605年 に 『ドン ・キ ホ ー

テ』前編がマ ドリー ドで出版 され，以後，死ぬ1616年 までのお よそ10年

間 に 『模範小説集』，『ドン ・キホー テ』後篇 をは じめ とす る代表作 を発表

した。齢65， 『模範小説集』 「読者への序 文」 において，セ ルバ ンテ スが描

い た自画像の ごと く，完全 な老 人だった。

(…)額 は平た くすがすが しい，快 活そ うな瞳(…)。 あご髭 は(…)

20年 もたたない前 には金色であった。(…)歯 は小 さ くもな く大 き く

もな く， と言 うの もたったの6本 しか残 っていないか らで，それ も状

態 は悪 くてが たつ いてい る。(…)背 中 はい くぶん 曲が り気 味 で，足

ど りはあ ま り軽 くない(…)(6)。

 「多 くの書 を読み広 く旅 をす る者 は，実 にさまざ まな こ とを見た り知 っ

た りで きるもので ござるよ」(後 篇第25章212頁)と いう ドン ・キホーテ

の科 白その ままに，セ ルバ ンテスは生涯 にわたってスペ イ ン内外 を転 々 と

(6)Cervantes，6Pr610go al lector'，en、Novelas、Ejemplares， tomo I， p.62、
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した 。その 過程 で 『模 範 小説 集』の 『ガラ スの学士 』(Novela del licen-

ciado Vidriera)の 主 人公 と同様 に， 「あ らゆ る もの を観察 し，考 え，記

憶 に と どめ た」(183頁)こ とで あろ う。 そ して，A.ド ミンゲ ス ・オル

テ ィースが述べ るよ うに， 「『ドン ・キホーテ』 の中にその生涯 すべ てを注

ぎ込 んだ」(7>ので あ った。

 セ ルバ ンテスは 『ドン ・キホーテ』 にお いて， シデ ・ハ メーテ ・ベ ネ ン

ヘ ー リ(Cide Hamete Benengeli)と い う架空の イス ラム教 徒が 『ドン ・

キホーテ』 の作者 だ とい う虚構 の仕掛 けを施 した。 その シデ ・ハ メーテに

つ いて，「きわめて几帳面」 で 「枝葉 末節 にわたる こと」 も 「決 して黙過

しようとは しなかった」(前 編 第16章135頁)と してい る。 そ して，「物

語の記述 に際 して示 した，細 々 としたこ とを， よしんばそれが いかに微細

にわたる ことであ ろ うと，(…)一 つ一つ明 るみに出 さず にはおか ない と

い うその好奇心」(後 篇第40章321頁)を 称賛 し，こ うした 「枝葉 末節」

が 「著作 の最 も肝腎 な ところ」(前 編 第16章135頁)だ と言 い切 って い

る。 もち ろん セルバ ンテ スは， 『ドン ・キホーテ』 を単 なる娯 楽作品 とし

て書 いたのではない。上述 した， 自作 に関するセルバ ンテスの言葉はすべ

て，イ タリア ・ルネサ ンス以 来の伝統 をふ まえた言説である(8)。 セ ルバ ン

テスの執筆意 図に応 えるべ く，以下の章では，若干の説明 を加 えなが ら，

「美 しく，愉快 で，気の きいた」筆 致で活写 された激動期 のスペ イ ン社 会

とそ こに生 きた人び とを見てい こう。

(7)Dominguez Ortiz， Antonio，`La Espana del《Quijote》'，en Don Quijote，

 Edic. del Ito. de Cervantes， p. LXXXVII.

(8)「 書物 に 求 め られ る と ころ の 最 高 の 目的 ， つ ま り，(…)教 示 す る と 同 時 に 喜

 ば せ る と い う 目 的 を実 現 す る が ご と き， 完 璧 な 美 を 誇 る 作 品 」(前 編 第47章

 522頁)と い う， よ り明快 な 言 及 もあ る。
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3.文 と武に携わ る人び と

 『ドン ・キホーテ』 に登場す る， さほ ど裕福 では ない田舎暮 ら しの元軍

人は，3人 の息子 に対 して次 の ように言 う。

「スペ イ ン語 に，わ しの 考 えで は， いか に も真 実 と思 われ る諺 が あ

る。(…)《 教会か海か王家が よい》(9)とい うや つだ。その意 味する と

ころを よ りはっ き り言えば，権力 と富を手に したかった ら教会の人間

になるか，大洋 を航海 して交易 をするか，あるいは王宮にあ って国王

             し

陛下に仕えるかのいずれかに及くはないということである。こんな諺

まで持ち出したのは(…)， お前たちの一人は学問を修め，もう一人

は交易の道に進み，いま一人は王様に仕えてもらいたいからだが，王

宮にポス トを得るのはなかなか困難であってみれば，まずは兵士に

なってほしいというのがわしの願望なのだ。まあ，戦争に行ったとこ

ろで大した儲けにはならないが，勇気を見せつけて大きな名誉を獲得

する絶好の機会ではあるさ。」(前 編第39章422頁)

 当 時 編 纂 さ れ た 諺 集 に は ， 「人 を 出 世 さ せ る も の は3つ あ る 。 教 会 と 海

と 王 家 ， ま た は 学 問 と 海 と 王 家 で あ る(Tres cows hacen al hombre me-

drar：Iglesia， y mar， y Casa Real；ociencia， y mar， y Casa Real.)」 と い

う も の が 採 録 さ れ て い るqo)。 つ ま り， 聖 職 者 か 文 官 に な る た め の 「学

(9)実 際 に あ っ た 諺 で ，も と は 「人 を 出 世 さ せ る も の は3つ あ る 。 教 会 ， 海 ，王 家

 で あ る 。(Tres cosas hacen al hombre medrar：Iglesia y mar y casa real.)」

 (Don Quijote， Edic. del Ito. de Cervantes， p.451，n.8.

(10)17世 紀 前 半(1630年 以 前)に 編 纂 さ れ た 諺 集 に は ， 次 の2つ が 採 録 さ れ て

 い る 。`lglesia， o mar， o casa real， quien quiera medrar(「 出 世 を 望 む 者 が あ

 れ ば ， 教 会 か 海 か 王 家 で あ る 。」)'，`Tres cosas hacen al hombre medrar：

 Iglesia， y mar， y Casa Real；ociencia， y mar， y Casa Real(「 人 を 出 世 さ せ る
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問 」，「交易」，宮 廷人か軍人 としての 「仕官」が出世道だ とい うわ けだ。

 この うち 厂交易」 は， アルジェか ら帰国 したセルバ ンテス自身 も一度 は

試み た道 だった。1590年 に セルバ ンテスは インデ ィアス(lndias， ス ペ イ

ンお よびポ ル トガル領 アメ リカ)で の仕官 を フェ リーペ2世 に願 い出 る

が，却下 され た。 この挫折経験 は，作 品中の次の一節 に反映 されている。

(…)一 文無 しになった彼は，(…)こ の都市(セ ビージャ)の 落伍者

たちが よ くとる手段 に訴 えることに した。す なわち， スペ イ ンで絶望

した者 たちの避難所であ り，破産 した者 たちの逃 げ込 む教会 であ り，

凶悪犯の隠れ家であ り，その道の玄人か らぺて ん師 と名ざされ た博徒

た ちの潜伏所であ り，淫 らな女た ちを惹 きよせ るお とりであ り， はた

また，多 くの人の夢 をか きたて る ものの， ほんの少数者 に しか それを

か なえて は くれ ない土地であ る， イ ンデ ィアスに渡 るこ とに したので

あ る。(『や きもちや きの エ ス トレマ ドゥー ラ人』 〈Novela(gel celoso

extremeno>6頁 ， カ ッコ内引用者)

 しか しセ ルバ ンテスが特 にこだわ るのは，文芸 と武芸(las letras y las

armas)の2つ で あ る。前 出の諺 集 に，「高貴 に至 るには文芸 と武芸 ，高

貴 を保持 す るの は富(Las Letras y las armas dan nobleza；conservala el

valor y la riqueza.)」 とい うのが採録 され てお り(ll)，「学問，海，仕官」

が現 実 的選択 だ とす れ ば， 「文芸 と武 芸」.とい うル ネサ ンス以 来 の理想

は， この時代 もはや本 当の理念 になって しまっていた と言 える。 このテー

マ にセルバ ンテスは何度 も作 品中で言及 し， ドン ・キホーテに2度 に及ぶ

 も の は3つ あ る 。 教 会 と 海 と 王 家 ， ま た は 学 問 と 海 と 王 家 で あ る 。」)'(Co-

 rreas， Gonzalo， Vocabulario de refranes y frases proverbiales， Edic. facsimil

 de la de 1926 (s.1.)por Victor Infantes [Edic. princeps en 1906 por la R. A.

 E.]，Madrid， ユ992，pp.249 y 489.)

(11) Correas， op. cit.， p.266.
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長広舌を繰 り広げさせている(前 編第38章 および後篇第6章)。

「よいか な，人間が富貴 に達 す るためにた ど りうる道は二つ あって，

一つ は文芸 の道で あ り
，い ま一 つ は武芸の 道 であ る。」(後 篇 第6章

50頁)

 この文武をめぐる議論を出発点として，以下では，当時のスペイン社会

の上層部を形成していた身分と職業のいくつかを見ていきたい。

 1)軍 人

 まずは軍 人で ある。 レパ ン トで武 勇 をあげ たセ ルバ ンテス 自身 は，一

見，文武の うち武の方に軍配をあげている ように見える。

(…)私 の体 の傷 は(…)ど こで負 った傷で あるか を知 ってい る者 の

あいだで は高 く評価 され，尊 重 され る ものです。(…)か りに今，過

去 の事実 を変える とい う不可 能を可能に してやろ うと言われた ところ

で，あの驚 嘆すべ き戦 闘に参加 するこ とな く健やかな体でいる よ り，

や は りあの激 戦の さなか に身 を置 きたい と思 い ます よ。(『 ドン ・キ

ホーテ』後篇 「読者へ の序文」3頁)

「(文人の精神 と目的)は ，武の使 命に与 え られるべ き称 賛には及び も

つ きませ ぬ。 なに しろ武事 のめざす 目的 とい うのは平和 であ り，これ

こそ この 世で 人が 求め うる最 大の恩 恵 な の です か ら。」(『 ドン ・キ

ホーテ』前編 第37章415頁 ， カッコ内引用者)

「なるほど，これまで文が武 よりも大きな世襲財産を築いてきたこと

はたしかであろうが，それでも武にたず さわる者にはどこか文をつか

さどる者 より優ったところがあり，武人にそなわっている得 もいわれ
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ぬ 光 輝 の よう な ものが，彼 を他 の す べ て の者 の 上 に立 た しめ るの

じゃ。」(『 ドン ・キホーテ』後篇第24章204頁)

一 方 セルバ ンテスは
，軍隊生活 の厳 しさ も繰 り返 し描 いている。

(…)兵 士 こそ貧 しき者の最た る者(…)。(『 ドン ・キホーテ』前編 第

38章417頁)

(…)歩 哨に立つ時の身を切 られるような寒さ，敵の攻撃 を受ける危

険，戦闘の恐ろしさ，包囲された時の飢えの苦 しみ，敵陣爆破のため

に掘 られた坑道での大災害，(…)。 なるほど，そうしたことがらは軍

隊生活の付随的な側面にす ぎないと見なす向きもあろうが，実を言え

ば，それこそが軍隊生活の本質であり，中核である。(『ガラスの学

士』177頁)

  へいたん

(…)兵 站将校の絶大な権力，一部の隊長たちの意地の悪 さ，舎営担

当官の苦労，主計官にまかされる面倒な計算，宿営地となる町の住民

の不平不満，兵士の宿泊証の売 り買い，新兵の横着さ，宿舎の主人と

兵士たちとのいざこざ，そして必要以上の荷役獣の請求といった，も

ろもろの現象(…)。 要するに彼(主 人公)は ，軍隊というものが，
        へきえき

彼 自身が 目に して辟 易 した， これ らすべ てを必然的に包含 している こ

とを知 ったの で あ る。(『ガ ラスの学 士』179-180頁 ， カ ッ コ内引 用

者)

 軍 人が社 会の支配者であ り，名誉を体現する存在であ ることは， もちろ

ん近代スペ インに特 有の現象ではない。 とはい え， レコンキスタを通 じて

イスラム と絶 え間な く対 峙 し， カ トリック両 王(los Reyes Cat61icos， 在

位1474-1516年)以 降は， カ トリック圏の旗頭 と して， また領土の拡張 と
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防 衛 のため に， さらに絶 えざる戦 い に身 を賭 して きたスペ イン(12)の 社 会

において は，軍人であ ること即 ち名誉 と見 なす一般通念 はます ます強 固に

なった ことは想像 に難 くない。 しか し実際 の ところ， カ トリック両王 か ら

い わゆる 「1640年 の 危 機」 に至 る まで の1世 紀半 に， さ して深刻 な内乱

を経験 しなか った(13)ス ペ イ ンでは，国内 にお ける戦争 の不 在に よって，

危機感 は弛緩 し軍 人志 願者 も減少す る とい う逆説 的 な現象が 起 こって い

た(14)。 戦 いは ピレネー の， あるいは地 中海や大西洋 の彼方 にあ る もの と

なっていたの だ。 『ドン ・キ ホーテ』 で ドン ・キ ホーテが繰 り返す 文武 の

いずれが優越か とい う議論 ほ ど，現実 は崇高で も単純で もなか った。 これ

らの議論 は，遍歴の騎士再現 とい う ドン ・キホー テの夢の不可能性 を補強

す るとい う説話論上の効果 を発揮す ると同時 に，希薄化す るばか りの過去

の理想 を消滅か ら守ろ うとす る，セ ルバ ンテス自身の反時代的 で虚 しい試

みであ るかの ようだ。

 『ドン ・キホー テ』前編 に登場す るある貧 しい百姓の息子 は，少年の こ

ろ兵隊 につ いてい ったまま10年 以上帰 郷せず に イタリアな どで兵隊生活

                           こうまん

を送 る。そ して安 っぽ く派手 な格 好 で帰 郷す る と，「ひ ど く傲慢 にな っ

て，対等 の立場 の者 や彼 の ことを よ く知 ってい る者 た ち を 《お前》 とか

《貴様》呼ば わ りす る ようにな り，俺の この腕 が俺の 父親で，俺の武勲が

俺の家系 だ，兵士 と して な らほか な らぬ 国王 にだ って何 もひけ めを負 っ

ち ゃ い な い， と う そ ぶ く(…)」(『 ド ン ・キ ホ ー テ』前 編 第51章550

頁)。 こ う した元兵 士や，先 に引用 した 「まあ，戦争 に行 った ところで大

(12)エ ラ ス ム ス は 『痴 愚 神 礼 賛 』(1511年)で 次 の よ う に 述 べ て い る 。 「イ ス パ

 ニ ア 人 は ， 武 勇 の 誉 れ とい う 点 で は だ れ に も ひ け を と りま せ ん。」(渡 辺 … 夫

 訳 ， 中 央 公 論 社 ，1984年 〔再 版 ， 初 版1980年 〕，119頁 。)

(13)ヘ ル マ ニ ー アの 乱(1519年)と コ ム ネ ー ロの 乱(1520-21年)を 例 外 と し て

 挙 げ る こ とが で き よ うが ， これ ら2つ の 事 件 は， 支 配 者 間 の勢 力争 い とい う よ

 りは， 政 治 や 社 会 の緊 張 を背 景 と した 階級 闘争 で あ っ た。

(14) Dominguez Ortiz， A.， op. cit.， pp. XCVII-XCVIII.
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した儲けにはならないが，勇気を見せつけて大きな名誉を獲得する絶好の

機会ではあるさ」などという科白は， ドン ・キホーテ，そしておそらくセ

ルバンテス自身にとって冒濱的である。しかし，セルバンテスがこの科白

をわざわざ元軍人に語 らせたのは，理想と現実の乖離に長く苦しんだ末に

作家として開花 したセルバンテスならではの，幻滅の末にたどり着いた透

徹 した達観のなせる業だったに違いない。

 2)郷 士

  「郷 士(hidalgo)」 は ，他の ヨー ロ ッパ諸 国 には ないスペ イ ン独特 の

最下級の貴族の位 である。 ドン ・キホーテ もこの郷士である。

「わ しが 由緒あ る旧家 の出で，相 当の田畑 もあれば財産 もある，そ し

て侮辱に対する補償 として五百スエル ドを申し受け る権利 を有す る，

れっ きとした郷士 であるのは事実(…)。 」(『 ドン ・キホーテ』前編第

21章196頁)

 郷士はもともと世襲による位だったが，レコンキスタの過程では，戦い

への貢献に対する報奨として多くの平民に与えられ，また王権から金で買

える場合もあったため，近代に入るとその数は地方都市を中心に非常に増

加していた。郷士のうち所領を持つのは少数派で，カトリック両王期から

は特に，再編や新設された国家行政機構に多く登用され王権の意向にきわ

めて忠実な行政官僚集団を形成したq5)。こうした多数の，いわば新興郷士

の存在が背景にあって， ドン ・キホーテは自分が 「旧家の出」であること

にこだわ り，また，次のようなマキアヴェッリば りの論を展開する。

(15)Dominguez Ortiz， Antonio， La sociedad espanola en el siglo XVII， tomo I，

 Granada，1992， Edic. facsimil de la la. de Madrid，1963， pp.162-188；Fernandez

 Alvarez， Manuel， La sociedad espanola en el Siglo de Oro， Madrid，1989

 (2a. edic. revisada y aumentada)，tomo I， pp.149-151；Salazar Rincon， Javier，
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「(…)こ の世に存在するすべての家系は，次に述べるような四種類の

いずれかに帰することができる(…)。 まず，当初は卑賤であったの

に徐々に発展 して力を拡大し，ついには権勢を極めるに至った家系。

第二の種類は，そもそもの始まりからの名家で，その名望を保持しつ

づけ，今で も当初 と変 らぬ格式 と威厳を保っている家系。第三は，

(…)。そして最後は，これが圧倒的多数を占める庶民のそれである
                         とりえ

が，(…)世 に住 む人間の数 をふやす こ と以外 ，たい した取得 もない

(…)。」(『 ドン ・キホー テ』後篇第6章49-50頁)

 しか し，旧家にせ よ新興 にせ よ， もとは 「戦 う人」 だったはずの郷 士 も

他 の上級貴族 も，セ ルバ ンテ スの時代 に は もはや 戦 う場 を失 って いる。

「狂気 の中に素晴 らしい正気の交錯 す る変 った狂 人」(『 ドン ・キホーテ』

後 篇第18章141頁)で ある ドン ・キ ホーテは， この現実 を正確 に把 握 し

ていた ようだ。

「宮仕えの騎士ならば，貴婦人に奉仕 し，制服を身に着けて国王陛下

の宮廷に光輝を添え，おのが食卓の豪勢な食事で貧しい騎士をもてな

し，馬上槍試合を催 し，模擬戦に参加 し，このような営為を介して，

みずからが高貴で，寛大で，立派な，そして，とりわけ善良なキリス

ト教徒であることを示 されるがよい。」(後 篇第17章135頁)

宮仕えの必要もなく，下のように悠々自適の郷士 もいる。

El mundo social del”Quijote” ， Madrid，1986， pp.86-88；Don Quijote， Edic. del

Ito， de Cervantes， p.232， n.72；R， A.ス ト ラ ド リ ン グ ， M.ヴ ィ ン セ ン ト 著 ，

小 林 一 宏 監 修 ， 瀧 本 佳 容 子 訳 『図 説 世 界 文 化 地 理 大 百 科 ス ペ イ ン ・ポ ル ト ガ

ル 』 朝 倉 書 店 ，1999年 ，69頁 。
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「わ た しは(…)少 なか らず ゆ とりのあ る暮 らしを し，妻 と子供 ，そ

れ に友人 たちにか こまれ て 日々を送 ってお ります。 私の主たる仕事 は

狩猟 と魚釣 りです(…)。 書物 は，スペ イン語 の もの とラテ ン語の も

の を合 わせて七，八十冊所有 してお りますが ，それ らは歴 史，あるい

は信 仰 に 関 す る もの(…)。 」(『 ドン ・キ ホ ー テ』後 篇 第16章120

頁)

 それにひきかえ， ドン・キホーテの家計はたいへん慎ましい。家政婦 と

下男を雇ってはいるが，当時は安価だった牛肉の煮込み，夜の常食は挽 き

肉の玉ね ぎあえ といった内容の食費で実入 りの4分 の3は 消 えて しま

い，100冊 以上にのぼる騎士道小説の蔵書をそろえるために畑地を相当売

り払ったり(前 編第1章18頁)， 冒険の旅に出る支度を調えるために 「あ

れ もこれも売ったり質に入れた りして，何か ら何 まで二束三文で手放 し

て」(前 編第7章64頁)資 金をこしらえなければならない。容赦ない見方

をすれば，「(…)田 舎の郷士の分際(…)わ ずかばかりのぶどうの株 と小

さな畑 しか持っていないくせに，またみじめたらしい服を身につけている

くせに(…)」(後 篇第2章23頁)と いうしがなさだった。

 貴族か平民か という旧来の階級の内部で，今や富 という新 しい基準がさ

らなる階級差を生み出している(16)。2匹の犬を主人公とし社会に対する

辛辣な批評に満ちた一種のピカレスカ小説 『犬の対話』(Coloquio de los

perros)に は，黒人奴隷を供につけ，椅子に座らせたままで息子たちをイ

エズス会の学校に通わせるセビージャの富裕な商人のエピソー ドが登場す

る。そしてセルバ ンテスは，「セビージャのみならず他の都市で も，商人

の問では自分自身ではなく子供たちに威厳 と富を持たせることによって，

己の力を誇示することが流行なのだ。なぜかと言えば，商人というもの

は，それ自身よりもその影響力によって，より大 したものだとわかるもの

(is) Salazar Rincon， op. cit.， p.89.
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だ か らね」(17)と鋭 い観察眼 を働かせ て いる。 セ ルバ ンテスは以 上の よ う

な状 況 を，主 人公 の家計のエ ンゲル係数が75%な ど とい う，お よそ名作

にふ さわ しくない記述 で 『ドン ・キホーテ』 冒頭 を飾 る ことで示唆 し，読

者 の意識 の中に刷 り込 もうとしたのか もしれない。 そ して作 品中には，豊

か な郷士 と貧 しい郷士，豊か な農民 な どを登場 させ ，「農園(…)， オ リー

ブ油やぶ どう酒 の圧搾場，数 多 くの大 小の家畜 や蜜蜂の巣箱」(前 編 第28

章290頁)を 所有す るな どといった，物語展 開には まった く必要 のない詳

細 を並べ てい く。 さ らに注 目に値す るのは，次 のサ ンチ ョ ・パ ンサの科 白

であ る。

「で も，恩恵 をさず か る時が いつ まで たって も来 ねえで，つい に給 金

だけに頼 らざるをえな くなる時 のために，ぜ ひお尋 ね しときます が，

さっき言い なさったような昔の遍歴の騎士 の従士 とい うのは，い くら

ぐらい稼 いで いたんで しょうか ね。 で，給金 はや っぱ り月極 めだった

んですか， それ ともレンガ職 人み たいに 日割 りだった とか。」(前 編 第

20章186頁 ， ほかに後篇第7章54-55頁)

「お い らが，(…)ト メ ・カラス コの ところで働 い てい た と きには」

と，サ ンチ ョが答 えた，「賄 い付 きで月 にニ ドゥカー ドもらって ま し

た。お前様 に対す る奉公で い くらもらった らいいのかは，ち ょっ と分

か らね え。」(後 篇第28章237頁)

 これ らは，中世的な 「奉公」や 「恩恵」の概念はもはや消滅 し，富がこ

れに取って代わったこと，さらに富を計る指標 として，貨幣経済 というき

わめて具体性を持ったものが浸透 していた様を物語っている。ここでサ ン

(17) Cervantes， Coloquio de los perros， en Novelas ejemplares， tomo III， pp.

 261-262.



                  黄金時代スペインの社会と人びと 99

チョ・パンサが古の騎士道を容易に理解できないのは，彼が百姓であるた

めだけではない。

3)学 生および文官

 セルバンテスの時代には，貴族の称号がなくとも立身出世はかなう。も

と浮浪児である 『ガラスの学士』の主人公は，こんな科白を吐 く。

「学問 を して有名 になるんです」 と，少年が答 えた。 「だって，普通の

人間で も司教様 に なれ るって言 う じゃあ りませ んか。」(『ガラスの学

士 』175頁 ， 引用者 に より一部改訳(18))

 多 く見積 もって も識字率 が15-20%(19}と い う当時 にあ って，立身 出世

に役立つほ どの教育， ましてや大学教育 を受ける ことは， もちろん ご く一

部の人 間に許 され るこ とだった。 『犬の対話』 には，アル カラー ・デ ・エ

ナー レス大学(Universidad de Alcala de Henares，1508年 創 立)に5000

(18)牛 島 訳 で は 最 初 の 部 分 が 「学 問 を して ， 学 者 と して 有 名 に な る ん で す 」 と

 な っ て い る が ， 原 文C-Con mis estudios-respondio el muchacho一 ， siendo fa-

 moso por ellos；_1：Cervantes， Novela del licenciado Vidriera， en Novelas

 ejemplares， tomo ll， p.104.)に 則 し て 改 め た。 牛 島 訳 は 誤 訳 と は 言 え な い

 が ， 原 文 に 則 す る と必 ず し も 「学 者 と して 」 で は ない 。 また ， この セ ク シ ョ ン

 で 述べ る よ うに ， 学 問 を す る 者(特 に 世 俗 法)の 現 実 的 出 世 の 道 は， 学 者 で は

 な く文 官 ， 書記 ，弁 護 士 だ っ た。 実 際 ， 『ガ ラ ス の学 士 』 の 主 人公 もサ ラ マ ン

 カ大 学 で 法 学 を 学 ん だ 後 ， 弁 護 士 開 業 を試 み る。

(19)Fernandez Alvarez， op. Clt.， p.172.当 時 の 識 字 率 に 関 す る 近 年 の 研 究 で

 は ， 社 会 階 級 は もち ろ ん ， 地 域 ，性 別 ， 宗 教 ， 識 字 の 程 度(署 名 が で き る だ け

 か そ れ 以 上 か)な ど を考 慮 に 入 れ た 詳 細 な実 証 分 析 が 進 ん で い る。 そ の成 果 の

 一 つ と し て ，Vinao Frago， Antonio，`Alfabetizaci6n y primeras letras(siglos

 XVI-XVII)” ，en Escribir y leer en el siglo de Cervantes， compuesto por An-

 tonio Castilio， Barcelona，1999， pp.85-109.を 参 照 さ れ た い 。
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人 の 在学生が いる とい う言 及があ るが(20)， 現 存 す るスペイ ン最古 の大 学

サ ラ マ ンカ(Universidad de Salamanca，13世 紀 前 半 創 立)の 在 学 生

は，16世 紀後 半か ら17世 紀 第一 四半世紀 にかけて は年 間5000～7000人

の 問 を推移 した(21)。M.フ ェ ルナ ンデス ・アルバ レスの計 算 では，16世

紀 末のスペ イン(カ ステ ィー ジャ王国お よびア ラゴン連合王国)の 人口 は

約667万 人 で ある(22)。 こ れ をもとに単純計算す る と，サ ラマ ンカ とア ル

カラー両大学 の在学生が全 人 口に占め る割合 は0.15%と い う低 さで， こ

こに外 国人学生が含 まれている ことを考慮 に入れ るとさらに低 くなる。

 中 世の創 立以来， 自治の伝 統 を有す る大学 に身 を置 く学生 は，文学者 た

ちの好んで取 り上げる材料の ひとつ となった・その発足以来，知 に携 わる

者たちの共同体だった大学で学ぶ者 は，一歩間違 えれ ば堕落 しかね ないほ

どの 自由 を享受 し独特の文化 を育んだ。貴族 をは じめ とす る富裕層の学生

の中 には， ご く少数だが実家 にい る時 と変 らない生活 を送 って いる者 もい

た。後 に フェ リーペ4世(Felipe lV， 在 位1621-65年)の 宰 相 と して 国

政 を牛耳 ることになるオ リバー レス伯公(conde-duque de Olivares)ガ

ス パ ー ル ・デ ・グ ス マ ン(Gaspar de Gunman，1587-1645年)は ，1601

年 に14歳 で サ ラマ ンカ大学に入 るが，一軒家 を借 り上 げ，執 事の ほか20

人 の使 用人 と家庭教 師 に囲まれて暮 らした(23)。 また，富豪 とまでは いか

な くとも，地方都市や農村地帯 の行政官 な どの子息 たちは，ゆ とりのある

暮 らしを送 った。1568年 にサ ラマ ンカ大学法学 部 に入 った地方 地主 の息

(20) Cervantes， Coloquio de los perros， Edic. citada， p.243.

(2i) Rodriguez-San Pedro Bezares， Luis E.，`Vida estudiantil en los Siglos de

 Oro'，en Estudiantes de Salamanca， Salamanca，2001， p.35.

(2z)Fernandez Alvarez， op. cit.， pp.59-64.1591年 に カ ス テ ィ ー ジ ャ 王 国 で

 実 施 さ れ た 人 口 調 査 な ど に 基 づ く 数 字 。 な お ， こ の 人 口 調 査 後 の10-20年 間 に

 ス ペ イ ン は ， ペ ス ト流 行(1596-1602年)， モ リ ス コ 追 放(1609年)な ど で 人

 口 が 減 少 す る 。

(z3) Rodriguez-San Pedro Bezares， op. cit.， pp.21-22.



                黄金時代スペインの社会と人びと 101

子 ガ スパー ル ・ラモ ス ・オルテ ィース(Gaspar Ramos Ortiz，1546-1631

年)の よ うに，継母 との不仲 ，亡母 の遺 産相続 問題 とい う家庭の事情 か ら

逃 れるために大学 に来た とい う，ある意味で非常 に恵 まれた境 遇の者 もい

た。彼 はサラマ ンカ滞在 中 まめに記 した 日記の冒頭 に下の ように書 きつけ

た。

はっ きりさせ てお きたいのは，私はいつ も父に対 し， 自分は学問な ど

した くない， もし学 問をするな らば，それは他 にや りたい ことがない

し，家に もいた くないのが理由である と，願い を述べていた ことであ

る。そ して，飢 え死 に しないために私は学問の道に入ったのだ(24)。

 とはいえ，文学者 たちの注 目を惹いたのは，学 生たちの貧 しさの方だっ

た。 まずは，文武に まつわる ドン ・キホーテの議論か ら引用 してみ よう。

「それでは，文事 にたずさわる学徒のこうむる辛苦から考えてみます

るが，何 よりもまずあげるべきは貧困であ りましょう。とはいえ，す

べての学徒が貧乏というわけではな く，全体の状況を端的に言いあら

わしたまでのことでござる。まあ，彼らが貧困にあえいでいるとさえ

いえば，そのうえ彼らの不幸を強調する必要はあ りますまい。」(前 編

第37章416頁)

セルバ ンテスは，『犬の対話』で も 「シラミと飢えは大学生活にはつ き

もの，しかし美徳と好奇心に満ちたあの大学生活ほど快 く楽 しいものは他

(24) Diario de Gaspar Ramos Ortiz， transcrito en Rodriguez-San Pedro

 Bezares， Luis E.， Vida， aspiraciones y fracasos de un estudiante de Sala-

 manta. El diario de Gaspar Ramos Ortiz (1568-1569)，Salamanca，1999(2a.

 edic.，la. edic. en 1987)，p.33.
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に あ るまい」(25)と述 べ る な ど，他 の黄 金時代 の作家 と同 じ く，大学 生 に

関す るエ ピソー ドを多 く取 り入れてい る。

 そ して，金持 ちにせ よ貧者 にせ よ，世俗の人間 にとって もっとも有用 な

学問 は法学(世 俗法)だ った。先 のセ クシ ョンで触れ た，『ドン ・キホー

テ』 に登場 す る田舎で悠 々自適暮 らしの郷士 は，息子 に法学 を学 ばせ たい

と考 えてい たの に息 子 は詩 学 に の め りこ ん だ と嘆 く(後 篇 第16章121

頁)。 そ して， 「学問 をして有名 になる」 と宣言 した 『ガラスの学士』の主

人 公 は，金 持 ちの 大 学 生 に仕 え なが ら， 苦 労 の 末 に法 学 の 学 位 を得

る。

「わたしはサラマ ンカ大学の法科を出た者であ りますが，家が裕福で

なかったものですから苦学の末，二番の成績で学位を得たのであ りま
                        え こ ひい き

す。 この事実か らも，わた しの持 ってい る学位が決 して依怙贔屓 によ

るもので はな く，わた しの実力が勝 ちとった ものであ ることがお分か

りい ただけると思い ます。」(229頁)(26)

 サ ラマ ンカ大学創立 と同時代 に編纂 され たカスティージャ王 国の 『七部

法典』(Las Siete Paytidas)第7部 第31条 は， ヨーロ ッパで初 めての大学

に関す る法規だが，その第8項 は 「教授 たち，特 に法学の教授 たちが持つ

名誉 について」 と題 されてい る。そ して， 「法学 は正 義の礎で あ り，他 の

どの学問 よ りも世 に利す る」 と述べ，法学教授 に人頭税免除 の特権 を与 え

てい る(27)。神 学が 「あ らゆ る学問の 王」(『 ドン ・キホー テ』後篇 第16章

121頁)で あった時代 において，法学重視 をここまで明確 に打 ち出 した背

(z5) Cervantes， Coloquio de los perros， Edic. citada， p.265.

(zs>『 ド ン ・キ ホ ー テ 』後 篇 第18章139-140頁 に も 同 様 の 言 及 が あ る 。 Don Qui-

jote， Edic. del Ito. de Cervantes， p.774， n.19， も 参 照 さ れ た い 。

(27> Alfonso X el Sabio， Las Siete Parti(has， cotejadas con varios c6dices an-

 tiguos por la Real Academia de la Historic， tomo III， Madrid，1807， p.344.
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景 に は，官僚 の需要の高 さが あった か らだ。 とはい え，1599年 にサ ラマ

ンカ大学 に登 録 した学 生の学部別 内訳 は，教 会法60%， 神 学15%， 哲 学

11.5%， 世 俗法5.3%， 医学3.5%と ， 世俗 法 を修め る者の割合 は低 か っ

た。ただ し，教会法にせ よ世俗法にせ よ法学 を修めた者 にとって最良の進

路は，教会あるいは国家の文官 とな ることだった(28)。 『ガラスの学士』の

主人公の ように卑賤な出 自の貧者で も，運 と知力 に恵 まれ， ひたす ら忍耐

を積んで学位 を取れば，その後 には安定 した未来が待 ってい たのであ る。

ドン ・キホーテは，先 に引用 した大学生の窮乏ぶ りを述べ た科 白で，次の

ように付け加 える。

「文事にかかわる学徒は，いま申したような険 しくも苦難に満ちた道

を，ここでつまずき，あそこで転び，起きあがったかと思うとまた倒

れなが らも歩 き続 け，ついに望みの地位 にまでた どり着 く。そうし

て，いったん高い地位に就いて しまうと，(…)ま るで幸運の翼 に運

ばれてきたかのようになる。(…)肘 掛け椅子に座ったまま世界を治

め，天下に号令する彼 らは，かつての飢えを飽食に，打ち震えた寒 さ

を心地よい涼 しさに，す り切れた衣服を盛装に，身を包んで寝たむし
          とんす

ろを上 等の リンネル と緞子 に変えて しま うので ござる(…)。 」(前 編

第37章416頁)

「(…)文 人あ るい は文官にあ っては，(…)官 途 について おる とい う

だけで， その給料 に より， まあ，役得 に よる収入 の ことは言 わぬが，

まともに暮 らしていけるのでござる。」(前 編 第38章418頁)

 そ し て 『ガ ラ ス の 学 士 』 の 主 人 公 は ， 世 の 中 の あ り と あ ら ゆ る 人 種 と 職

業 を 辛 辣 に こ き お ろ す 中 で ， 書 記(escribano)に つ い て は 一 層 磨 き の か

 (2s) Rodriguez-San Pedro Bezares，'Vida estudiantil en los Siglos de Oro'，p.

 36.
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か っ た皮 肉を吐 く。

「書記は公人であって，彼な くしては，判事 もその職務を十全に果す

ことはできません。そして，そうした要職であってみれば，書記はど

こまでも自由な人間でなければならず，奴隷でも，奴隷の子孫であっ

てもならないし，れっきとした嫡出子のみに許される仕事であってみ

れば，私生児や怪 しげな血筋の者 には とても務 まらないのです。

(…)何 といっても，彼 らこそ秩序ある国家にとって最も必要な人び

となのです。」(222頁)

 1611年 に 出 版 さ れ たS.コ バ ル ー ビ ア ス(Sebastian de Covarrubias，

1539-1613年)の 『ス ペ イ ン語 宝 典』(Tesoro de la lengua castellana o

espanola)に よ れば，「書 記(escrivano)」 に は さ まざまな種類 が あ り，

「まず，文盲 の平民 にか わって計算 や書類作成 を行 う者 を指 す。 さらに，

筆 を使 って身 を立ててい るもの，す なわ ち前述の者 に加 え，文書の筆写 を

す る者や行政機関の書記 も指す」(29)。この中で特 に国の行政 官が，社会的

影響力 を背景 に幅 をきかせたの は想像 に難 くない。 中で も，サ ラマ ンカ，

アルカラー ・デ ・エナー レス，バ ジャ ドリー ドとい った有名大学の博士号

を持つ平民出身の行政官 には，一代限 りとい う制限つ きなが らも貴族の称

号が与 えられ ることがあ った(30)。 当 時の諺集 には， 「書記 と売春 婦 と床屋

が道 を行 き，小 道 に入 ってい く。(彼 ら全員がそ れぞれのや り方で金 を巻

き上 げ る とい う意 味)」 とか，「書 記，警 吏(alguacil)， 議 員(procura-

dor， 議 会に都市 を代 表 して出席 した)， み んな泥棒」 といった ものが採録

(29) Covarrubias， Sebastian de， Tesoro de la lengua castellana o espanola， Barce-

 lona，1989(2a. edic.， la. edic. en 1987)，reimpresion de la de 1943 preparada por

 M.de Riquer， p.540.

(so) Bennassar， op. cit.， p.47.
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され てい る(31)。

 平 民 も行政官 に登用す るこ とは， カ トリック両王が行政機構 の再編 ・強

化 の中で特 に明確 に打 ち出 した方針 のひ とつ だった。両 王は行 政官 の条件

として，「10年 間の大学教育 ，司法 ・行政 の高官 を希望す る者 の年齢 は25

歳 か26歳 まで」 と法 的規 定 も行 っ た(32)。D.ウ ル ター ド・デ ・メ ン ドー

サ(Diego Hurtado de Mendoza，1500/03/05-75)の 『グラナー ダ戦役』

(Guerra de Granada， 出 版は1627年)の 記述 は，文官 の社会 的地位 を明

快 に述べていて興味深い。

カ トリック両 王 は，上流 階級 と下層 階級 の間 に齟 齬 を来たす ことな

く，その中間の存在 である学士 に，司法 と公的職務 の遂 行を任せ られ

た。(…)こ う した行政組織 は当時あ ま り見 られ なか ったが，全 キ リ

ス ト教世 界に広がった。そ して今 日では，その権力 と権威は きわ まっ

ている(…)(33)。

 そ して， 自 ら戦いの前線 に立 ち執務の ため に席 を暖 めるこ とが少 なか っ

たカル ロス1世(Carlos l， 在 位1516-1556年)の 時代 に なる と，取 り扱

い文書 の量が飛躍 的に増大 した。 この システムを さらに完 成 させ たのが，

フェ リーペ2世 である。 フェ リーペ2世 は，父親 とは対照的に 自ら執務 に

取 り組 んだ君 主だったが， イベ リア半島内外 に広が るスペ イン帝国の行政

を掌握 す るために，文書 を使った意志伝 達 を徹底 させ，同時 に，有能 な人

材 を活用 す る ため に行政 官登 用 シス テ ム を改 善 した。王 室代 理 官(c()一

rregidor， 王 室任 命 による地方行政長 官)， 聴訴 官(oidor， 聴 訴 院 くaudi一

(3i) Correas， op. cit.， p.206.

(32) Bennassar， op. cit.， p.43.

(33)Hurtado de Mendoza， Diego， Guerra de Granada， Cadiz，1990， Edicion fac-

 similar de la de Barcelona de 1842，`Libro I'，p.8(傍 点 引 用 者)；Bennassar，

 op. cit.， p.41.
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encia>の 官 吏)な ど高位 の職 に関 しては辞職 や売買 を禁 じ，数 年 ご とに

人員の配置転換 を行 った。 また，カステ ィージ ャの王 国諮 問院(Consejo

Real， 当 時の国政決定機関で 「王室会議」 と訳 され ることもあ る)に 入 る

には， カ トリ ック両 王が 定 めた10年 間 の大学 教 育 のほ か に試 験 を課 し

たぐ34>。行 政機構が複雑 に な り，文書 に よる決定 を徹底 させ た結果，決 定

までに従来 よ り時 間がか か る ようにな ったが，フ ェ リーペ2世 に とって

は， 自 らの意志 をその領土のすみずみ にまで浸透 させ るための有効 な シス

テムだった。帝 国の中心 に常 に鎮座す る王 の代役 を文書がつ とめたのであ

る(35>。 しか しこの シス テムは，執務 に意欲 を示 さなか った フェ リーペ3

世 お よび4世 の時代 には，国政 を牛耳 る寵 臣の台頭 を許す こ とになる。

4.越 境す る人び と

 前章では、時代の推移 に伴って生 じる価値感の変化に影響 を被 りつつ

も，社会の上層部に位置する身分 と職業を見てきた。本章では，こうした

公的身分や階級の将外 に置かれた人々を見ていこう。彼 らはまた，時に

は，階級や国境など様々な意味での境界を越える存在でもあった。

 1)ピ カ ロ

 ピ カ レスカ小説 はスペ イ ンが生 んだ小説 ジャ ンルだが， これの嚆矢 は作

者不詳の 『ラサ リー リ ョ ・デ ・トルメスの生涯，お よびその幸運 と不運』

(La vida del Lazarillo de Tormes y de sus fortunas y adversidades，

(341 Bennassar， op. cit.， pp.46-47.

(ss) Bouza Alvarez， Fernando J.，'Escritura， propaganda y despacho de go-

 bierno'，en Escribir y leer en el siglo de Ceruantes， pp.95-103.な お 同 論 文

 は ，16世 紀 後 半 に 行 政 文 書 の み な ら ず 「書 か れ た 物 」 全 般 に つ い て の 観 念

 が ， 「記 録 と し て 事 実 を 後 世 に 伝 え る 役 割 を 担 う 」 と い う も の に 変 化 し て い く

 過 程 を 扱 っ た も の で ， き わ め て 興 味 深 い 。
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1552，155301554)(36)， そ し て ，1599年 出 版 の マ テ オ ・ア レ マ ン(Mateo

Aleman，1547-1615)作 『グ ス マ ン ・デ ・ア ル フ ァ ラ ー チ ェ 』(Guzmczn

de Alfarache)(37)は 一 世 を 風 靡 し た 。 セ ル バ ン テ ス が ピ カ レ ス カ 小 説 の

代 名 詞 と も い え る こ の2冊 を 読 ん で い た こ と は 間 違 い な い 。

「これが 出版 された暁 に は， 『サ ラ リー リ ョ ・デ ・トルメ ス』 をは じ

め，それ に類す る物語ですで に書かれ たもの， あるいはこれか ら書 か

れ る ものすべての影 が薄 くなっち まうこ と請け合 いだね。」(『 ドン ・

キホーテ』前編第22章206頁)

彼 は(…)か の名高い悪党 アルファラーチ ェにさえ講義す るこ とが で

きる ほ ど，や くざな放 浪 生 活 の万般 に通 じる よう にな っ たの で あ

る。」 『麗 しき皿洗い娘』<Novela de la ilustre fregona>234-235頁)

 セ ル バ ンテス は，16世 紀 以 降スペ イ ン社 会 の特 有現 象 だ っ た ピ カロ

(picaro， 「悪漢」 と訳 され る)を 実際 に目に しただ ろ うし， 自分の作 品中

で もピカ レスカ小説 を試み ている。下 の 『ガラスの学士 』の冒頭 な どは，

「生 まれたのが トル メス河の まん中だ った」(38)ピ カ ロを主人公 とす る 『ラ

サ リー リョ ・デ ・トルメスの生涯』へ のオマージュにほかな らない。

ある時， トルメス川のほ とりを散歩 していた二人の学生が， とある

(36)初 版 は1552年 か1553年 に 出 版 され た と見 られ るが 現 存 し な い。 現 存 す る最

 古 の 版 は1554年 ， ブ ル ゴス ， ア ン トウ ェ ルペ ン， ア ル カ ラ ー ・デ ・エ ナ ー レ

 ス刊 の もの 。

(37)Aleman， Mateo， Primera parte de Guamcin de Alfarache， Madrid，1599.

 続 篇 は，Segunda parte de la uida de Guzman de Alfarache， atalaya de la

 vida humana， Lisboa，1604.

(38)会 田 由訳 『ラ サ リー リ ョ ・デ ・ トル メ ス の 生 涯 』 岩 波 書 店 ，1981年(第11

 刷 ， 初 版1941年 ， 第5刷 改 訳 発 行1972年)，6頁 。
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 木 の 下に，年のころな ら十一歳 くらいで，百姓の ような身な りをした

 少 年の眠っているのに気づ いた。(174頁)

 「刺 す」 とい う動詞picarか ら派生 した 「ピカ ロ」 は，1611年 の 『スペ

イ ン語法典 』には掲 載 されていないが，下の一節の ようにすでに巷間では

定着 していた らしい。

そのあ とか ら大勢 の若者が，よ り詳 しく言 えば，調理 場で働 く
ピ  カ  ロ

あ らくれたちや下働 きの連中が追いかけて きた。(『 ドン ・キホーテ』

後篇第32章275頁)

 『ラ サ リー リ ョ ・デ ・トル メスの 生涯 』の主 人 公 は，前 科 者 の父 を失

い，寡婦 の母 親 か ら 「これ か らはせ いぜ い 自分 の 力 でや って い くん だ

よ」(39)と言 い含め られ， いかがわ しい祈 祷や 民間 医療 で 日銭 を稼 ぐ盲 人

に手引 きとして仕えなが ら流浪の生活に入 る。単 なる孤児や浮浪児 と違 っ

てい るのは， ピカロが 「おれは一人ぼ っち なんだか らな，だか ら自分で ど

うや っていった らよいか も考 える ことだ」(40>と い う醒 めた意識 を持 って

い るこ とであ る。 とはいえ ピカロ は勤 勉 さに よって人生 を開 こう とはせ

ず，他力本願 で上昇で きる機会 をうかが う。『ドン ・キホー テ』 に登場 す

る軍人志願の若者は，いわば ピカロ予備軍であ る。

「ところが僕 ときた ら，不運 なこ とに，いつで も職探 しに奔走 してい

るような男や一攫千金 をね らう山師の主人 にぶつか って しまったんで

す。(…)ま った くの話，僕 の ような幸運 を求めて主 人 を探 す小姓 ふ

ぜいが， これは とい うような幸運 にめ ぐりあ うなんて ことは， まあ奇

(39)同 上 ，11頁 。

(40)同 上 ，12頁 。
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跡 の ようなものです ね。」(後 篇 第24章203-204頁)

 「主 人 を探 す」のが ピ カロの典 型 的 な存 在形 態 の ひ とつ で あ る。 ラサ

リーリ ョは主 人であ る盲 人につい て， 「この男 は神 様 につ いでわた くしに

生活 という ものを与 えて くれ，盲 であ りなが ら，わた くしの 目を開いて く

れ， 人生 行路の手引 きをして くれたの です」(41)と述 べ る。P.ヴ ィラール

は，こう したメ ンタリテ ィーが 当時のスペイ ン社 会全体 に蔓延 していた こ

とを次 のように指摘 している。

「主人に仕えること」が 「職を持つ」ことと同等なのである。そ して

単なる 「奉仕」にす ぎない職業のいかに多いことか116世 紀スペ イ

ンの労働人口からどれほど多くが非生産業になだれ込んだか，統計を

とってみたいものだ(42)。

 ス ペ イン中を放浪する ピカロが集中する街のひ とつは，セ ビー ジャだっ

た。『ドン ・キホー テ』 に登場 す る羊飼 いの少年 ア ン ドレー スも，横暴 な

主人 の も とか ら逃 げ だ して， 「世界 中 のあ りった けの仕 返 しよ りも，セ

ビー リャへ行 くのに必要な ものが欲 しいや」(前 編 第31章338頁)と 言い

っつセ ビー ジャへ向か う。大西洋交易の玄関口で当時 スペ イ ン最大の都市

                       まち

だったセ ビー ジャは，「冒険 を探 す には他 のいか なる市 よ りも適 した土地

で， どの通 り， どの街角で もす ぐに冒険 に出 くわすほ ど」(『 ドン ・キホー

テ』前編 第14章121頁)で ，「一般 に 《街 の遊 び人(gente de barrio)》

と呼ばれ る，何 もしないでぶ らぶ ら してい る一群の若者がい る。 たいてい

は市のあち らこち らの教区の金持ちの子弟で， ひど くめか しこん だ， しか

(41)同 上 。

(42)Vilar， Pierre，`El tiempo del《Quijote》'，en Crecimiento y desarrollo， Bar-

 celona，1983 (5a. edit.；la. edit. castellana en 1964)，p.343.
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も に や け た，役 立 た ず の 連 中 で あ る。」(『や き もち や きの エ ス トレマ

ドゥー ラ人』20-21頁 ， カ ッコ内引用者)と い う輩 もいる猥雑 な場所 だ っ

た。 金持 ちか どうか とい う決定的な違いがあ るにせ よ， こうした 「街の遊

び人」は ピカロ とす ぐ隣 り合わせ の ところ にいた に違 いない。 さ らに は

『麗 しき皿 洗い娘』の カ リアー ソの よ うに，羊 毛産業 の中心地 だった ブル

ゴス(Burgos)の 裕 福 で身分の高 い家 の息子 なの に，13歳 で 「や くざな

放 浪生活 にあ こがれ て，(…)た だ ただ 自分の気 ま ぐれで(…)家 か らず

らか って しまった」(234頁 ， 傍点 牛島)ピ カロ もいる。地理 的境 界 を越

えて移動す るピカロは，時 には社会階級 も乗 り越 える存在だ ったのだ。

(…)カ リアー ソは， 身 ぎれいで育 ちの よい，そ して高潔で 人並 み以

上 に思慮分別 に富んだ ピカロ，す なわ ち放浪の ならず者 だったのであ

る。か くして ピカロの各段 階 を経た後， ピカロ道の究極の到達点 とも

い うべ きサー ラ(ス ペ イン， カデ ィス県の港町)の マ グロ漁場ですべ

ての課程 を修了 した彼 は，つ いにピカロの師 匠の域 に達 した。(『麗 し

き皿洗 い娘』235-236頁 ， カッコ内牛島)

 さて，主人の見つか らないピカロは， よ く台所 に出没す る。先 に引用 し
                  ピ  カ  ロ

た 『ド ン ・キ ホ ー テ 』 の 「調 理 場 で 働 く あ ら く れ た ち 」 も ピ カ ロ の 典 型 の

一一つ だ っ た よ う で
， セ ル バ ン テ ス 作 品 で は 他 に 『リ ン コ ネ ー テ と コ ル タ

デ ィ ー ジ ョ』(Rinconete y Cortadillo)の 主 人 公 で あ る 少 年 ピ カ ロ2人 も

他 人 の 家 の 台 所 の 下 働 き を し て 飢 え を し の ぐ。 さ ら に ，1737年 に 出 さ れ

た 王 立 言 語 ア カ デ ミ ア の 『イ ス パ ニ ア 語 典 拠 辞 典 』(Diccionαrio de・Auto-

ridαdes)の 説 明 で は ， ピ カ ロ と は 「給 金 は 一 切 払 っ て も ら え な い 代 わ り

に ， 余 り物 を 貰 う た め に 家 事 手 伝 い を し に 台 所 に 入 り こ む 少 年 た ち を こ う

呼 ぶ 」(43)と な っ て い る ほ ど で あ る 。 ま た ， セ ル バ ン テ ス は 次 の よ う に ピ

 (43)Real Academia Espafiola， Diccionαrio de Autori(iαdes， Madrid，1990， Edic.

 facSimil de la la. edic. de 1737， pp.257-258.
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カロの生態を描写する。

ああ，それ にして もお まえた ち，大家の台所 にたむろす る， うす汚 な
                        にせ

くて， ぎらぎらと脂肪ぶ と りした ならず者， えせ乞食，偽い ざ り(ママ)，
               す  リ

ソコベ ドー ルやマ ドリーの広場の掏摸， 目が見 える くせ に見 えないふ

                         せげん

りをしてい る祈禳師，セ ビー リャの荷運 び人夫，や くざな女衒， そ し
                      うそうむそう

て，そ の 他 《ピ カロ》 の 名 の も とに包 括 され る有象無象 の 連 中 よ

(…)。(『 麗 しき皿洗い娘』236頁)

 他 人 の台所で最低限の労働 をし，何 とか 自力で その 日の飢 えを しの ぐピ

カロよ りも，「えせ乞 食，偽い ざ り」 の方 を，当局 は よ り問題視 した よ う

であ る。 こうした単 なるもの ぐさピカロと本物の乞食 を区別す るために，

フ ェ リ ーペ2世 は 『新 法 律 集 成』(Nueva Recopilacion de Leyes，1777

年)で 規定 まで行 なった。本 当に貧 しく施 しを必要 とす る者 を見分 けるた

め に，教 区司祭がその 旨の証明書 を発行 し， その証 明書 には出身地 あるい

は居住 地の司法 当局 による認証 と物乞 いの 許可 が記 され る， とい うもの

だった(44)。

 この ようにピカロは，表 向きの領土拡張や繁栄 の影 で徐 々に内部崩壊 を

起 こ していた スペ イ ン社会 の最 下層 に うごめ く，16世 紀 スペ イ ンの負 の

部分 を象徴す るような存在 だった。 しか し，盲 目の主 人 との出会いの瞬間

にラーサ ロが，「これ まで子供 の ように眠 りこんで いた無邪気 さか ら，わ

た くしが は じめて 目を覚 ま したの は，正 にあの瞬 間だった ように，わた く

しには思 われ ま した」(45)と覚 醒 した ように，文 字 どお り身一つ で社会 の

荒波 に放 り出 された人 び との，感傷 な ど抱 く余 裕 もなか った乾 いて醒 め

切 った諦念が，その背後 に存在 したのである。

(44)Nueva Recopilacion de Leyes， Libro primero， Titulo 120.， ley VI， Madrid，1777，

 citado por Fernandez Alvarez， op. cit.， p.179.

(45)会 田 由 訳 ， 前 掲 書 ，11頁 。
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 2)女 性

 女性 もこの時代にあっては，制約が多い閉鎖された世界の住人だった。

女性 は，まず生物学的に未完成で，知性 において も生まれつ き男性 より

劣った存在と見なされていた。

「(…)女 というのは未完成な生き物なんだよ。だから女がつまずいた

り転んだ りしそうなところに障害物を置 くなどはもってのほかで，む

しろ，その進む道から邪魔になるものを取 り除いてや り，彼女が自分

に欠けているところを補って，徳の高い人間となるべ く，心おきな く
まいしん

邁 進で きるよ うに してや る ことが必要 なんだ。(…)女 とい うものは

自力でそ ういった障害をふみに じ り，乗 り越 えていけるほ ど，生来の

力 と徳性 に恵 まれてはいないか らね。 したがって，女の前か ら障害を

取 り除いてやるだけでな く，彼女の前に， よい評判 をか きたてずには

おか な い美 しさ と純真 な婦 徳 を置 い て や る こ とが 必 要 な ん だ よ。

(・ ・・)」(『愚 か な物 好 きの話 』 〈Curioso impertinente>， 『ドン ・

キホーテ』に挿入 された短編，前編第33章356-357頁)

 女性 は男性 に よって，その生物学的未完成 さを理由 に保護 され るだけで

はな く，徳性 や知性 の欠如 を理由に馴 致 され教え導かれる対象だ った。 こ

うした見解 の源は，キ リス ト教世界にあっては もちろん，蛇にだ まされて

善悪の知識の実を食べ，ア ダムを もそそのか して堕落 させたエバにある。

しか し，女性 を劣等視する風潮は，時代が くだって近代に入 ると中世 よ り

もむ しろ強 まった。その趨勢 がスペ イ ンで大 き く進 んだ のは，15世 紀 か

ら16世 紀 にか け て で あ る。 カ トリ ック両 王 期 に シス ネ ー ロ ス枢 機卿

(Francisco Jimenez de Cisneros，1436-1517年)が ，女 子 修 道 会 の 自立

性 を著 し く制 限 し， こ れ を カ トリ ック女 王 イサ ベ ル1世(lsabel I la

Catolica， 在位1474-1504年)が 支持 したこ とに よって，「信 仰心篤 くして

姿は洗練 され，男性 には従順である こと」が，いわば公的に正 しい女性 の
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姿 だ とされ るよ うにな った(46>。 さ らに トリエ ン ト公会 議(1545-63年)

に 象徴 され る対 抗宗教 改革 の時代 には，J. L.ビ ー ベ ス(Juan Luis Vives，

1492-1540年)の 『キ リス ト教徒 女 性 の教 育』(De institutione feminae

christianae，1524年)や ル イス ・デ ・レオ ン(Fray Luis de Le6n，1527-

91年)の 『完 全 なる妻』(La perfecta casada，1583年)に よって， よ り一

層 の理論的裏づ け を得 た。 『ドン ・キ ホーテ』 に登 場す る，ある裕福 な郷

士 の娘 な どは蟄居生活 を強い られている。

「(…)蟄 居ばか りで，教 会に行 くこ とさえ許 されない生 活 ゆ えに，

(…)あ あ，世界 を見てみ たい，せ めて 自分 の生 まれ た町 くらい は見

てみ たいという気持がつ のって きたのですが，この願 望が，名家の娘

にふ さわ しい 貞淑 な行動 にそれほ ど反す る もの とは(…)。 」(後 篇 第

49章406頁)

 そして，当時の男性からすれば，女性 というのは家事の手がすいた時に

は，低俗なおしゃべ りにいそしむばかりなのであった。

(…)ほ か に もっ とや るこ とは ないのか?(…)の べつ ま くな しにお

喋 りに興 じているだけか?そ して何 の話 をするのか?(…)黙 ってい

る時 とい うのはあるのか?ひ ょっ とした らものを考える こともあるの

だろ うが，考 える といって も一体何 を?女 の思考な どとい うものは一

般 に，思 いつ くのは早 いが気が変 るの も早 い(…)あ れほ どまでの軽

薄 さは一 体 どこか ら来 るのか?(J.L.ビ ー ベス 『キ リス ト教徒女性

⑯ こ の 点 に 関 し て は ，Segura Graino， Cristina，'Las mujeres en la Espana me-

 dieval'，en La historia de las mujeres en Espana， editada por Elisa Garrido，

 Madrid，1997， pp.219-220；Ortega Lopez， Margarita，'Las mujeres en la Espa

 ria moderna'，en La historia de las mujeres en Espana， pp.249-252；

 Fernandez Alvarez， op. cit.， pp 173-174.
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 の 教 育 』(47)

セルバ ンテス もこうした公式見解は熟知 していた ら しい。

(…)女 とい うの は もともと， じっ くりと腰 をす えて思考 をめ ぐらす

ことは不得手だが，善 きにつけ悪 しきにつけ， とっさの気転 とい うこ

とにかけ ては男 よ りす ぐれて い る(…)。(『 愚 か な物 好 きの話』 『ド

ン ・キホーテ』前編第34章377頁)

 セルバンテス作品中には，売春婦，女優，商人などの職業婦人も登場

するが，その中でセルバンテスがもっとも具体的性格づけを行っている

のが，家政婦，侍女，女中頭といった，裏で家庭内の采配をふるってい

る女性たちである。こうした女性は，J. L.ビ ーベスが指摘 したように

お喋 りなのだが，その内容は恋愛の仲介といった物語展開に重要な関わ

りを持つもので，気転を発揮 しては他人の運命に介入する。表面的な慎

ましさとは裏腹のこうした老獪ぶ りを集約 したのが，『ガラスの学士』

に見られる次の科白だ。

                  きょうかたびら       すきん

「(…)彼 女たちのかぶってい る， まるで経帷子の ような頭巾，気 どっ

た喋 り方，な くもがなの老婆心， さらに，考 えられ ない ような吝嗇，

(…)。(…)胃 が ひ ど く弱 い(…)， 何 か とい え ば す ぐ失 神 す る

(…)， まわ りくどい話 しぶ り，(…)無 用 の長物 に して，愚 にもつか

ない存在であるあの女連(…)。 」(220-221頁)

以上のように公式見解をふまえた女性像も描 く一方，セルバンテスは女

(47)Vives， Juan Luis， Obras completas， trad， y edic， de L. River， tomo I， P.993，

 citado por Fernandez Alvarez， op. cit.， tomo I， p.173.
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性 を寛容 と慈愛 に満 ちた視点 か ら描 いている例 も多 く，当時の通念か らす

る と相 当のフェ ミニス トだ と言 えよ う。男性 に強い られた不 運を嘆 き苦 し

み なが らも，毅然 と現実 に対処 し，同時 に名誉 も守 ろ うとする聡 明な女性

(『麗 しき皿洗い娘』の貴婦 人)， 辛 い運命 を もの ともせず快 活に生 を謳歌

す る女性(『 ジプシー娘』 〈1>ovela de La gitanilla>の 主 人公)を 作品 に

登場 させ る。 また，男性か らもた らされた不幸 に苦 しむ女性が運命 の力 に

よって救 われ，大団 円で締 め くくられ る話(『 血の呼 び声』〈Novela de la

fuerza de la sangre>)な どか らは，セルバ ンテスの正 義感 の強 さが うか

が える。

 そ して，世 間の通念 を越 え る女性 も登場す る。 まず は，『ドン ・キホ ー

テ』 中に挿入 された，セ ルバ ンテス得意の牧人小説風エ ピソー ドの主 人公

マ ルセー ラであ る。マ ルセー ラは一切の社会的紐帯 を断ち切 って，完全 な

自由人 として 山野で暮 らしてお り， 自分 を批判す る人間に対 して次 のよ う

に宣言す る。

「わたしは自由な人間として生まれて きました。そ して自由に生きる
   ひ とけ

ために人気の ない 山野 を選 んだのです。(…)わ た しは自由な性格 に

生 まれついてい ますか ら，人 に従属す ることを望み ませ ん。 わた しは

誰 をも愛 しませんが，そのか わ り人を憎 むこともあ りませ ん。」(前 編

第14章118，120頁)

 とはいえ，これほど完全に因習か らの解放を遂げた女性は実在はしな

かったであろう。現実からは遊離 した牧人小説風エピソー ド中の人物で

あ って こそ， セ ルバ ンテス はここまでの 自由を女性 に許せたと言え

る。

 リアルその もの，かつ，生活その ものは因習的なものに甘ん じなが ら

も，思考において過激なのが，サンチ ョ・パンサの妻テレーサである。お

よそ現実味を欠いた ドン ・キホーテの計画に家族や仕事も顧みず二つ返事
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で 追従 した，「善良」だが 「ち ょっ とばか り脳 味噌 の足 りない」(前 編第7

章64頁)夫 に， テ レーサ は次の ように言 う。

「(…)あ た しゃね，お前 さん，昔か ら平等 とい うのが大好 きで，理由

もな くお高 くとまって るってのが鼻持 ちな らないんだ よ。」(後 篇 第5

章43-44頁)

「もう一 度言 っ と くが ね，お前 さん は何 な りと好 きな ことを しと く

れ。 しょせん女 って もの は，その亭主 に，それが どんなに間抜 けであ

ろうとも，亭主の命令 に従 うとい う重荷 を背負 って生 まれ て きたんだ

か ら。」(後 篇第5章46頁)

 これ は， ビーベ スや ルイス ・デ ・レオ ンと同時代 に生 きた聖テ レーサ ・

デ ・ヘ ス ース(イ エ ズ スの 聖 テ レ ジア，Santa Teresa de Jesus，1515-82

年)が 『完徳へ の道』(Camino de perfection，1588年)の 手稿 に書 きつけ

た嘆 きと通底 す る。 しか しこの嘆 きは，異端 審問 に よる検閲 で墨 を塗 ら

れ，同時代 の人び とに届 くことはなかった。

(…)わ た くした ちは，価値 のあ るこ とを何 ら公 の場でい た しませ ん

し，わた くしたちが こっそ り泣いてい るとい う真実 を口にす る勇気 も

ござい ません(48)。

 セルバンテスの女性に対する寛容と理解は，おそ らく，生来の中庸や強

い正義感に加え，私生活によって培われたものだろう。アルジェか ら帰国

後は不本意な職を転々とし，齢50を 過ぎてバジャドリー ドに転居した際

(48)Teresa de Jesus， Camino de perfection. Ms. de El Escorial， IV，1， citado por

 Fernandez Alvarez， op. cit.， tomo I， p.174.
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の 家 族構成 は，妻の ほか姉 と妹，そ して姉の生 んだ私生児 の娘 とセルバ ン

テ ス自身が過去の不倫で もうけた娘 とい う，女性 ばか りのいびつ な， しか

もキリス ト教的倫理観 を大幅 に逸脱 した もの だった。 自らの過去 の不義 の

恋愛 や姉 の存在 は，セルバ ンテ スに大 いな る忍 耐 と寛 容 を強い ただ ろ う

が， まさにそ う した経験 によって， セルバ ンテスは魅力 的な女性 たちを造

形す る ことがで きた。『ドン ・キホーテ』で きわだって印象 的な登場 人物

の一 人に，旅籠の女 中マ リ トルネスが いる。マ リ トルネスはアス トゥリア

ス(Asturias)か ら出て きた山出 し娘の うえ，容姿 に美 点は皆無，お まけ

に旅籠の客 を相手 に売春 まが いの行為 を行 いなが ら，それを 「別に恥 とも

何 とも思 っていなか ったが， それは彼女 自身の語 る ところに よれば，不運

と不幸 な出来事 ゆえにそ うした境遇 に落 ちて しまったか らだ」(前 編 第16

章135頁)と ， まるで屈託が ない。 セルバ ンテスは このマ リ トル ネス を特

に 「愛すべ き女 中」(前 編第16章132頁)と 呼 び，情 け深 く親切 で 「現 在

の ような生業 に身を落 してはいる ものの，心 の内には本来のキ リス ト教徒

らしい ところを とどめている」(前 編 第16章150頁)女 性 として描いてい

る。 しが ない現実 に屈す る ことな く，因習 をもの ともせず に生 きの びてい

く，当時のスペ イン社 会における下層階級の女性 の魅力 と活力 を，セ ルバ

ンテスはマ リ トルネスの中に結晶 させ た と言 える。

 3)宗 教 の境 界 を越 える人び と一捕 虜 と背教者 ，コ ンベ ル ソとモ リス

  コ ，奴隷一

 『ドン ・キホーテ』後篇 は，「一六一一四年七 月二 十 日」(後 篇 第36章305

頁)と い う具体 的な 日付 が登場 す るように同時性 が明確で，以下の ような

リアル タイムのニュース も出て くる。

(…)ト ルコが強大 な艦隊 を編成 して来襲せ ん としてい るのは確実視

され ている(…)。 そ して，ほ とん ど毎年 の ように く り返 され る この

襲撃のため，全キ リス ト教世界 は不安 におののいてい るので， われ ら
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 の 国 王陛下 は， ナポ リとシチ リアとマ ルタ島の沿岸警備 を強化す るよ

 う にお命 じになった(…  )。(後 篇 第1章10頁)

 地中海は古代よりさまざまな宗教 ・民族 ・文化が混交と衝突を繰 り返す

場だが，近代において状況は複雑さを増 した。地中海は相変わらず人と物

が行 き来する場であったが，対立と衝突が平和的交流を凌駕する緊迫 した

場となった。近代において新たに登場 した国民国家という枠組みよりも明

確な境界線，それはキリス ト教，イスラム教，ユダヤ教という宗教の違い

だった。そ して人びとは自分が何者であるかについて，より明確に意識せ

ざるを得なくなった。このセクションでは，宗教の境界を越えた人びとに

ついて見ていきたい。

 捕虜と背教者 地中海およびその沿岸には日常的にイスラム圏か らの海

賊が出没 し，キリス ト教徒を捕虜にしていたらしい様子が，下の引用か ら

うかがえる。

(マ ラ ガの港町 サー ラで は)人 び とは夜 になる と海辺 にあるい くつ か

の塔 に引 きこも り，歩哨や見張 りを立 てて，彼 らの見開いた 目を頼 り

に自分 たちの目を閉 じる。 それで もどうかす る と，歩哨 や見張 りも，

ピカロ連 も，取締 りの役 人 も， とにか くそこに集 まっていたすべ ての

人た ちが，船 や網 もろ と も，夜 は スペ イ ンにい たの に， テ トゥア ン

(モ ロ ッコの 街)で 朝 を迎 える とい う よ うなこ とが起 こ ったの で あ

る。(『麗 しき皿洗 い娘』237頁 ， カッコ内引用者)

 このように寝込みを襲われて，あるいはセルバ ンテスのように航海中に

襲撃されて捕虜 となったキリス ト教徒は数多 く，彼 らの救済には身代金が

必要だった。 しか し家族にこれを支払う能力がない場合，メルセス会 と聖

三位一一体会が家族に代わり身代金集めとイスラム側 との交渉にあたった。
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また ，王室 か らは家族 に対 し身代 金集めの許可 証が発 行 され る場 合 もあ っ

た(49>。 セ ルバ ンテスの場合，聖三位 一体会 の奔走 に よ り500エ ス クー ド

(escudo， 当 時の金貨で，500エ ス クー ドは現在 の約1万8000ユ ー ロ=約

212万 円)(50)で ，4回 の脱走 を試み た5年 間の捕虜生活 か ら解放 された。

オ リバー レス伯公 時代 のある記録 に よる と， こうした身代金は年間約6万

8000エ ス クー ド(約246万 ユ ー ロ=約2億8850万 円)に の ぼ った とい

う(51)。

 捕 虜 はセルバ ンテ スが よく取 り上 げたテーマの1つ で，『模範小 説集』

所収の 『寛大 な恋人』や，戯曲 『アルジェの牢獄』 な どの ほか， 『ドン ・

キホーテ』では，レパ ン トの海戦 のあとアルジェに捕 われていた とい う，セ

ルバ ンテスの経験 その ままの ような捕虜の物語 に3章 を費や してい る。そ

して このエ ピソー ドに，セルバ ンテス はこっそ り自分 を登場 させてい る。

「(…)サ アベ ドラ とか い う名 の スペ イ ンの兵士 だけ は彼(ア ルジ ェ

王)の 虐待 を まぬが れてお りました。」(前 編 第40章433頁 ， カッコ

内引用者)

 こうした捕虜の中で特に興味深いのが，イスラム教に改宗 した背教者の

存在が稀ではなかったことである。 ドン・キホーテ主従の旅の最終 目的地

(4s) Fernandez Alvarez， op. cit.， pp.207，210.

(50)当 時 と現 在 の通 貨 の比 率 につ い て は専 門 家 の 間 で も異 論 が 多 く， こ こで は議

 論 し な い が ， 本 稿 で は 次 の2者 に 基 づ い て 算 出 した 。Hernandez， Bernardo，

 `Monedas y medidas'，en Don Quijote， Edic. del Ito. de Cervantes， Volumen

 complementario， pp.905-908；Fernandez Alvarez， op. cit.， pp。112-116.な

 お ， 当時 の経 済 水 準 を 知 る 手が か り とな る 物価 と庶 民 の 現 金 収 入 に つ い て は ，

 拙 稿 「ス ペ イ ン黄 金 時 代 の 旅 一 セ ル バ ンテ ス の 小 説 か ら」 宮 崎 揚 弘 編 『続 ・

 ヨー ロ ッパ 世 界 と 旅』 法 政 大 学 出 版 局 ，2001年 ，213-216頁 ， を参 照 さ れ た

 い 。

(si) Fernandez Alvarez， op. cit.， p.210.
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バ ル セローナに， ある 日アルジェの海賊船が姿 を現 わす。 モ ンジュ イック

城砦 の西側 に漂着 したこの櫂 の船 に，バ ルセローナ副 王は次 の ような問い

を発す る。

「船長 よ，君 は トル コ人か， モー ロ人か，そ れ とも背教者 なのか?」

(後篇第63章534頁)

 ス ペ イ ンのみな らずイ タリアやバルカ ン諸国出身のキ リス ト教徒 か ら成

る捕 虜社 会は一種 の コスモポ リタン社 会の様相を呈 していたが， この中か

らアルジェやチュニスの王 といったオスマ ン ・トル コ社会の上層に登 りつ

めた者がいた。彼 らは出世のために名 目的に イス ラム教 に改宗 した者た ち

で，彼 らの逸話は帰国 した捕 虜な どを通 じてキ リス ト教世界 にもた らされ

た(52)。 ア ル ジェでセルバ ンテスの捕 虜仲間だ ったA.ソ ーサ(Antonio de

Sosa)が 残 した記録 に よる と， 「ア ルジェにおいて背教 者 を出 してい ない

キ リス ト教国 はない」ほ どで， ヨー ロ ッパのみ な らず ブラジルや ヌエバ ・

エ スパ ー ニ ャ(Nueva Espana， 現 在 の メキ シ コ)出 身者 までい た とい

う。そ して ソーサ は， こう した表面的改宗者 を 「転 びク リスチ ャン」 と呼

んでい る(53)。

 セ ルバ ンテ スが作 品 の中 に登場 させ て いる成功 した 「転 び ク リスチ ャ

ン」2人 は，セ ルバ ンテ スによる史実誤認 はあ るもの の，いずれ も実在 の

(52) Sola Castano， Emilio，'La cruz de la cristiandad. Los renegados y la pi-

 rateria berberisca'，en Miguel Angel de Bunes et alii， Renegados， viajeros y

 transfugas. Comportamientos heterodoxos y de frontera en el siglo XVI， Ma-

 drid，2000， p.35.

(53) Sosa， Antonio de， Diczlogo de los martires de Argel， citado por Sola Casta-

 rio， op. C2t.， pp.34-35.な お ， 「転 び ク リ ス チ ャ ン 」 は'los turcos de profesion'

 「(イ ス ラ ム 教 徒 と し て の)誓 願(だ け)を 立 て た ト ル コ 人 」 の 意 訳 ， こ の 場 合

 の 「ト ル コ 人 」 は 「イ ス ラ ム 教 徒 」 を 指 す 。(こ の 語 の 解 釈 に 関 し て は ， 上 智

 大 学 の 小 林 一 宏 教 授 に ご 教 示 を 頂 戴 し た 。)
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人 物 であ る。「船 を漕いで いる とき トル コ人 にびんたを張 られ たの を根 に

持 って，その仕返 しが したいば っか りにそれ までの信仰 を棄 てた」 とされ

るカ ラブ リア 出身 のア ル ジェ王 ウチ ャ リ(Uluj Ali)(前 編 第40章431-

432頁)と ，その部 下で や は りア ルジ ェ王 となっ た ヴェ ネツ ィア出 身 の

ハ ッサ ン ・ババ(Hasan Baja)(同432-433頁)で あ る。そ してセ ルバ ン

テスは特 に ウチ ャ リを，「キ リス ト教徒 らしい男」(54)，豪 胆 で卑屈 な とこ

ろが ないと称賛 してい る。実際 ウチ ャリは，未亡 人の母親 と共 に漁 で生計

を立 てていた貧 しい少年で，18歳 で捕虜 になった後 ガ レー船 の漕 ぎ手か

らオスマ ン帝 国第3の 地位 に就 いた。 そ して， フェ リーペ2世 が，伯爵か

公爵 の地位 を交換 条件 に手元 に置 こう と企て て密 使 を送 ったほ どの人物

だった(55)。

 イ スラム世界が こう した 「転 びク リスチャ ン」 の存在 を許 したのは，異

教徒 の土地 で生活せ ざるを得 ないイスラム教徒 に対 し名 目的な背教 を許可

した イス ラム法 の考 えが あったか らで あ る(56>。 さ らに，セルバ ンテ スに

よれば，こ うした背教者 は，背 教 していない捕 虜仲間のキ リス ト教徒に，
   なにかし

「改宗者 某 は善良な人間にして，キリス ト教徒に対 してはつねに好意的

であり，機会があればいつでも逃亡せんとしていた」という内容の証明書

を書かせることもあったらしい。そして，略奪目的で襲ったキリス ト教徒

の土地で逆に捕 まった際や，自国に完全に帰国して生活する際に効果を発

揮 した という(『 ドン・キホーテ』前編第40章436頁)。 こうした証明書

にせ よ，「転びクリスチ ャン」にせ よ，宗教の境界線上に生 きる人びと

が，いかにしたたかであったかを示していて興味深い。

(54)牛 島 訳 で は 「も と も と気 立 て の い い 男 」(前 編 第40章432頁)と な っ て い る

 が ， 原 文`moralmente fue hombre de bien'の`moralmente'は 宗 教 上 の こ

 とを示 唆 す る と思 わ れ ， 上 の よ う に改 訳 した 。

(55) Sola Castano， op. cit.， pp.34-35.

(5s) Ibid.， p.31.

(57)こ の テ ー マ に 関 す る文 献 は 枚 挙 の い と まが な い が ， 本 稿 で は 主 にGutierrez
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 コ ンベ ルソ とモ リスコ(57)ス ペ イ ンとい う地理 的境 界の 内部 で当局が

神経 を とが らせ たの は，ユ ダヤ教 か らキ リス ト教へ改 宗 した コ ンベ ルソ

(conversoま た はjudioconverso)と イ ス ラム教 か らの改 宗 者 モ リス コ

(morisco)に 対 して だった。 この3宗 教の相互交流が存在 した一種 の平和

的共存 の時代 もあったが，13世 紀 半ば に大進展 した レコ ンキス タが1492

年 に遂 に終結す る と，状況 は もはや かつ ての ような ものではなかった。 カ

ステ ィージ ャでは1480年 に異端審問が制 度化 され，1492年 に はユ ダヤ教

徒 ，1502年 に はイス ラム教徒 に対 し追放令 が 出 され たが， こう した一 連

の政策 によ り，スペ インは公式 には カ トリ ック教徒 のみ が存在 す る国 と

なった。 とはいえ， コンベル ソやモ リス コ(特 に後者)が それぞれの習慣

や文化 を保持 してい た様子 が，『ドン ・キホー テ』か らもうかが え る。セ

ルバ ンテスが トレー ドのアル カナ商店街 をぶ らついていた時 に， シデ ・ハ

メーテ ・ベ ネンヘー リの手に よるア ラビア語の 『ドン ・キホーテ』原典 を

発見 し，干 しブ ドウ2ア ローバ と小麦2フ ァネー ガの報酬で， あるモ ーロ

人 にスペ イン語へ訳 させた などとい う くだ り(前 編第9章80-81頁)は ，

有名 な 「トレー ド翻訳学派」が活躍 してい た中世の トレー ドの姿 を彷彿 と

させ る。

 コ ンベル ソ キ リス ト教への改宗者の うちよ り厳 しい 目を向け られたの

はコ ンベル ソであ った。彼 らに対す る別 の呼称 として 「新 キ リス ト教徒

(cristiano nuevo)」 ， これ に対 し， 「古 くか らの キ リス ト教 徒(cristiano

viejo)」 と い う呼称 も生 まれ た。そ して両 者 のい ずれ か とい う選別 基準

Nieto， Juan Ignacio，`lnquisicion y culturas marginadas：conversos， moriscos

ygitanos'，en El siglo del Quijote(1580-1680)，vol. I del tomo XXVI de la

Historia de Espana， fundada por R. Menendez Pidal， Madrid，1986， pp.647-

769.お よ びCロ ス 著 ， 長 谷 川 真 ， 安 積 鋭 二 訳 『ユ ダ ヤ 人 の 歴 史 』 み す ず 書

房 ，1988年(第21刷 ， 初 版1966年)に 頼 っ た 。
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は，貴族か平民かという従来からの階級を示す概念と並んで社会全体に支

配的になった。この状況はセルバンテス作品でも随所に読み取ることがで

きる。

(…)サ ンチ ョ ・パ ンサ を生 まれの よい男であ り，少な くと も古 くか

らのキ リス ト教徒 で あ る に違 い ない と見 な して(…)。(『 ドン ・キ

ホーテ』前編第20章181頁)

「お まけ に，お い らは昔 なが らのキ リス ト教徒。 これだ けで も，伯爵

にな るのに十分 な資格 です よ。」(『 ドン ・キ ホーテ』前編 第21章197

頁)

「要 す るに， うちの両親は百姓，つ ま りただの平 民ですが， 人聞 きの
                          す

悪い異教徒の血 など一滴 もま じってい ない，世 間で よ く言 う，酸 っぱ

くなったほ ど古 いキ リス ト教徒 で，(…)。 」(『 ドン ・キホーテ』前編

第28章289-290頁)

 ある時，(…)古 くからの由緒正 しいキ リス ト教徒の子孫であるこ

とを誇 りにしている農民のひとりが教会に入らんとし，す ぐ後か ら

は，その素性にまつわる評判が先の男ほどよろしくない男がやってき

た。それを見た学士は，先を行 く百姓に向かって大声をはりあげ，こ

う言った一

 「おおい 日曜 日よ，土曜 日のやつが過 ぎるまで待つんだ。」(翻 訳者

注 ：その祝 日か らして， 日曜 日はキリス ト教徒，土曜 日はユ ダヤ教徒

を意味 している)(『 ガラスの学士』195頁)

 セルバ ンテスは 『犬の対話』の主人公である犬にまで次のような科白を

吐かせている。
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「わた くしは正 しい血統 の犬 であ るこ とを示す あ らゆ る徴 を持 ってお

りました。」(58>

 14世 紀末以降のユダヤ教徒迫害の激化，レコンキスタ終結 と同年に発

布されたユダヤ教徒追放令は多 くのコンベルソを生んだ。 しか し彼らは常

に，表向きだけの改宗ではないかという嫌疑の眼にさらされた。その理由

を推察 させ る史料のひとつが，13世 紀のカスティージャ王アルフォンソ

10世(Alfonso X， 在位1252-84年)が 編纂させた 『七部法典』第7部 第

24条 「ユダヤ教徒について」お よび25条 「イスラム教徒について」であ

る(59)。共に異教徒 に関する法的規定を行なったものだが，2つ を比較す

ると，イスラム教徒に対する条項には一種の寛容 さえ読み取れるのに対

し，ユダヤ教徒に関する規定項目はより具体的かつ厳格である。これは反

ユダヤ色の強かった第3回(1179年)お よび第4回(1215年)ラ テラノ

公会議の明らかな影響であるが，もっとも注意を引 くのが，全11項 の う

ち最終項 「ユダヤ教徒は目印をつけて外出すべきこと」である。同様の規

定はイスラム教徒に関 してはなされていない。そ してユ ダヤ教徒が 目印を

つけなければならない理由として，「ユ ダヤ教徒 とキリス ト教徒が同 じ土

地に居住 し同様の外見をしていることか ら，両者の間には，多 くの間違い

や誤謬が起きている」 と述べ られている。ユダヤ教徒はキ リス ト教徒 に

とってはキリス トを虐殺 した 厂不倶戴天の敵」(『ドン・キホーテ』後篇第

8章62頁)で ある上，風俗や習慣 の違いが大 きいイスラム教徒 と異 な

り，一一見するだけでは区別がつかないことか ら，いっそうキリス ト教徒側

は警戒心を強めたのである。

 服装や習慣の違いが一 目でわかるモ リスコは異教徒 と見なされたのに対

(5gl Cervantes， Coloquio de los perros， Edic. citada， p.249.

(ss) Alfonso X el Sabio， Las Siete Partidas， Edic. citada， pp.669-675.
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し， コ ンベ ルソは異端 者 と見 な され，異 端審 問所 に よる追求 の対象 だっ

た。 フェ リーペ2世 の時代 に入 る と，異端 審問所 に よる コンベル ソ摘 発の

数 は減 り，この問題 は沈静化す る。 しか し，セルバ ンテス作 品に見 られる

よ うに，一般 の人び との意識 か らは簡単に払拭 される問題ではなかった。

さ らに こう した風 潮 は，「血 の純 潔性(limpieza de sangre)」 とい う人種

上 の区別 も含意す る選 別基準 も生 み，この 「血の純 潔性 」が，大学入学や

公職 につ く際の選 定基準 として も機 能するほ どの影響 力をふるっていたの

である。そ して異端 審問が最終 的に廃止 されたの は，実 に1834年 の こ と

であった。

 モ1丿ス コ ー 方，異教徒 と見 なされたモ リス コに対 しては，特 に16世

紀 前半 は当局 も比較的寛容 だ った。1502年 に カステ ィー ジャで イスラム

教徒 に対 しキ リス ト教へ の改宗令 が出 されたが，特 に多 くのモ リス コ人口

を抱 えるアラゴ ンやバ レンシアな どでは，封 建貴族の保 護 もあって，モ リ

ス コはイス ラム信仰 を保 つ ことを許 されてい た。16世 紀 を通 じ，異端 審

問か ら追 及 を受 けた モ リス コは，そ の全 人口 の2%ほ どにす ぎなか っ

た(60)。 とはいえ，1500年 と1568年 に は グラナ ーダ(Granada)で 大 規模

なモ リス コの反乱が起 こ り，特 に後者は3年 間に及ぶ戦争だ った。 これ に

対 し， カル ロ ス1世(Carlos I， 在 位1516-1556年)時 代 の1520年 代 に

は，バ レンシアにおけるヘルマニーアの乱の影響 もあ って， アラゴン、バ

レンシアな どで も強制的にモ リス コの集団改宗が行われ，モ リス コの イス

ラム的習慣や風俗 に対す る粛 清策が度 々出 され た。 そ して16世 紀 末か ら

はモ リス コ追法令 とい う究極策が国政議i論の俎上 に載 り始め，1609-14年

(60；1609-14年 に追 放 さ れ た モ リス コ の総 数 は研 究 者 に よっ て 異 な る 数 字 が あ げ

 られ て い るが ， こ こ で はJ.1.グ テ ィエ ー レス ・ニ エ トの 支 持 す る32万1000人

 (Gutierrez Nieto， op. Clt.， p.735)を 採 用 す る 。 さ らに グ テ ィ エ ー レ ス ・ニ エ

 トに よれ ば ，16世 紀 を 通 じて 異 端 審 問 の 対 象 とな った モ リス コの 総 数 は6600

 人 余 り(lbid.， p.733.)。 この2つ の 数 字 を基 に 算 出 した 。
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に遂 に実行 された。

 バ レンシア貴族を中心 とする強硬な反対勢力に もかかわ らず，モ リス コ

追放が実行 された理 由につ いて は， フェ リーペ3世 の寵 臣 レルマ公(du-

que de Lerma， Francisco Gomez de Sandoval y Rojas，1553-1625年)の

独 断だ とい う解 釈が伝統 的な もの だったが，20世 紀 後半 か ら見 直 しがな

された(61)。 まず，国 内か ら異教徒 を追放す る とい う国王 フェ リーペ3世

自身の意志 が固かったこ と，モ リス コが イベ リア外の イス ラム教徒 と図っ

てスペイ ンを脅かす とい う懸念が常 に存在 した ことが まずあげ られる。 さ

らに，モ リス コは，農奴や小作 農か ら手工業，小売業 までの産業 を担 って

いたが，いずれ も低 賃金で雇え，勤勉で貯蓄意欲が高 く，下層のキ リス ト

教徒 に とっては 目障 りな存 在だった とい う。そ こで，モ リス コ追放後の穴

をキ リス ト教徒 が うめる ことに より，封建領主や下層民は利益に浴す ると

い う計算 もあった。1609年 の バ レンシアを始 め と して1614年 ま で漸 次的

に実行 されたモ リス コ追放 では，当時のスペ インの全人口の約4.6%を 占

め る実 に32万 人以上(62)が ， イ タリア，フ ラ ンス， ドイ ッ，北 ア フ リカ

な どへ 出国 した。 これ によってバ レ ンシアはそ の全 人口の30%， ア ラ ゴ

ンは20%， グ ラナ ー ダに至 って は実 に50%以 上 を失 っ たが(63)， こ の大

追放令は，宗教，政治，社 会，経済な ど複数の要因が絡み合った結果だっ

た。

 セ ルバ ンテスは1615年 に刊 行 され た 『ドン ・キホ ーテ』後篇 で，この

モ リス コを登場 させて，非常に寛容な態度で モ リス コを描 いてい る。8世

紀 初頭 の侵入か ら実に9世 紀の間 イベ リアに定住 し，スペ インを祖国 とす

る イス ラム教徒 の間に起 こっていた シンクレテ ィズムの様子や彼 らの心情

(s1) Gutierrez Nieto， op. cit.， pp.760-766.

(sz)16世 紀 末 の カ ス テ ィ ー ジ ャ王 国 と ア ラ ゴ ン連 合 王 国 の キ リス ト教 徒 人 口 が

 約667万 人(前 注22を 参 照 され た い)と して 算 出。 追 放 され た モ リ ス コ 人 口

 につ い て は， 前 注60を 参 照 され た い 。

(sa) Gutierrez Nieto， op. cit.， pp.734…735.
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をす くい取 った記述 である。

「わ しらは ど こにい て も，スペ イ ン恋 しさに泣 い てい た さ。 なん と

いって も， わ しらが生 まれたのはこの地 であ り，スペ インこそわ しら

の生 まれ故郷 なんだか ら。 どこへ 行って も，わ しらの不幸が慰め られ

る ような扱 いを受 けた こ とはなか ったね。(…)幸 福 とい うのは，そ

れを失 ってみ ては じめて実 感で きる ものなんだ。 する と，ほ とん どの

者が以前 の幸せ なころを想いおこ して，矢 も盾 もた まらずスペ インに

戻 りた くなる。(…)わ しは今 に して世間で よ くい う，《祖国に対する

愛 は甘 く強 し》 って言葉 を，経験 に よって実感 しているんだ よ。」(後

篇第54章446頁)

「わ た く しはキ リス ト教 に改 宗 した モー ロ人の両 親 か ら生 まれ ま し

た。(…)こ の真 実 をい くら訴えて も，哀 れなわた くしたちの 国外 追

放 を担 当 しているお役 人にはなんの役に も立たなか った(…)。(…)

わ た くしは，母親の乳 を飲 む ように して カ トリックの信仰 を吸収 し，

ち ゃん とした しつけ を受けて育ち ましたので，言葉づかい において も

礼儀作 法において も，モー ロ人 じみたそぶ りな ど決 して見せた ことは

ないつ もりでご ざい ます。」(後 篇第63章535頁)

とはいえ，モ リス コ側 も事態の厳 しさは認識 していた様が うかが える。

「実を言えば，わしらの仲間うちにとんでもねえ不埒な企みのあるこ

とを知ったんだが，その無謀さときたら，それこそ国王陛下があのよ

うな決断をなされたのは，神がかった素晴らしい霊感に導かれてのこ

とだと思われたほどさね。とはいえ，わ しらモリスコのみんなに罪が

あるわけじゃねえ。中には，実に信仰心の篤い、正真正銘のキリス ト
                リようりょう

教徒 もいたんだか ら。で も、その数 は 寥 々 た るもの で、本物 じゃね
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 え連 中に太刀打 ちする ことな どで きなか った。(…)結 局 の ところ，

 わ しらは筋の通 ったそれ相応の理 由で罰せ られ、追放の刑 を受 けた と

 い うわ けだ。」(後 篇第54章445-446章)

 1609年9月22日 にバ レンシアの モ リス コは，3日 の うちに当局 に出頭

せ よとい う命令 を受けた。そ して，手 に持て る物の携行 だけを許 されて国

外 に放 り出 された。真の カ トリック信者であ る者 は残留 を許 されたが，そ

の数 は，バ レンシアの全 モ リスコ人口の約7%に あた る1万 人にす ぎな

か った。ほか に条件付で残留 を許 され たモ リスコ も， 自 ら出国を選 んだ と

レ・う(64)。

 奴隷 最後に，自らの意志によってではなく強制によってではあるが，

地理 と文化の境界を越えていた人びととして，奴隷の存在に触れておこ

う。

(…)こ の馬丁 とい うの は，年老 いた， しか も去勢 された黒 人であ っ

た。(…)さ らに四人の 白人の女奴 隷 を買 ってその顔 に烙 印 を押 した

うえ， アフ リカか ら来 たばか りの黒 人の女奴隷 を二 人侍 らせ た。(『や

きもちや きのエ ス トレマ ドゥーラ人』14頁)

 「白人の女奴隷」とはモリスコであろう(65)。奴隷制は古代から存在 し，

イベ リア半島の諸王国では，中世か ら法律で社会における奴隷の存在形態

(sa) Ibid.， pp.763…764.

(s5)Cervantes， Novelas ejemplares， tomo II， p.181， n.24.

(66)こ の 点 に 関 し邦 語 で読 め る基 本 文 献 を挙 げ て お く。 まず ， い ず れ もL.ハ ン

 ケ著 の 次 の2点 。 佐 々木 昭 夫 訳 『ア リ ス トテ レス と ア メ リカ ・イ ンデ ィ ア ン』

 岩 波 書 店 ，1974年 ，お よ び 染 田 秀 藤 訳 『ス ペ イ ン の 新 大 陸 征 服 」 平 凡

 社 ，1979年 。 な お ， こ れ ら と併 せ て 次 の 文 献 は 必 読。 石 原 保 徳 『イ ン デ ィ ア
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が 規 定 され ていた。そ して， インディアス征服 ・植民 の拡 大に伴 い繰 り広

げ られ たイ ンデ ィオの人権 をめ ぐる論争 において，奴隷 の法 的解釈 はその

中心 とな った(66)。 そ の後 ，フ ェ リーペ2世 の 経 済顧 問 だ っ たT.メ ル

カー ド(Tomas de Mercado)神 父 が規定 した ところでは，奴隷 となる条

件 は， 「親が経済的 困窮 か ら子 を売った場合， 凶悪 犯罪 を犯 した者 に司法

が下す罰，正統 な戦争 にお いて捕虜 となった者」 だった(67)。

 しか し， こう した法的規定 の埒外 に置か れ，人 として見 な される ことす

らな く無条件 に奴隷化 され たのが， アフ リカか らの黒 人奴隷 だった。 黒人

奴隷貿易 は，大航海時代 にお けるスペ イ ン， ポル トガル躍進 を促 した重要

な動機であ り，国庫 にとって は重要 な財源の ひ とつ だった。 そのため奴隷

貿易 には王室か らの許 可状 制度が導 入 され，「取 引量」 は個 人差があ った

が，あ る奴隷商人 には6年 間 で2万3000人(輸 送途 中の 厂損 失分」 を計

算 に入 れて年間お よそ4000人)の 黒 人奴隷 をイ ンデ ィアスで売 る許可が

与 え られた(68)。 黒 人奴隷 が売 られ てい く先 は，労働 力が不足 してい るイ

ンデ ィアスの方が 当然多 いのだが ，イベ リアに も来ていたこ とが，セルバ

ンテ ス作 品 な どか らうかが え る〔69)。そ して，当時 は 人扱 い されて い な

かった黒 人奴隷 にも， 当然 なが ら人間 としての さまざ まな欲 求があった。

『ラサ リー リ ョ ・デ ・トルメスの生涯』の主 人公 ラーサ ロの母親 は，寡 婦

となってさまざ まな場所 で通いの女 中 として働 くうち，「馬の世話 を して

いる男 たちの一 人で あ る，黒 ん坊(ママ)と仲 よ く」 な り子供 もで きて し ま

 ス の 発 見 』 田 畑 書 店 ，1980年 ， お よ びB.ラ ス ・カ サ ス ， 石 原 保 徳 訳 『イ ン

 デ ィア ス破 壊 を 弾 劾 す る 簡 略 な る 陳 述 』 現 代 企 画 室 ，1987年(特 に訳 者 に よ

 る注 ， 解 説 ，年 譜)。

(67)Fernandez Alvarez， op. CLt.， tomo I， p.142.

(68)Ibid二 ， PP.142-144.な お ， こ の 点 に 関 す る 邦 語 の 基 本 文 献 は， R.メ ジ ャ

 フ ェ ，清 水 透 訳 『ラ テ ンア メ リカ と奴 隷 制 』 岩 波 書 店 ，1979年 。

(ss)こ の 点 に つ い て ， Fernandez Alvarez， op. Clt.， p.143.を 参 照 され た い 。
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う(70)。 この場 面 の舞 台が サ ラマ ンカで ある こ とか ら，黒 人奴隷 の所 有

が，大西洋交 易の窓口である南 部ア ンダル シーアのみな らず，内陸部に ま

で浸透 していたこ とが うかがえる(71)。

5.結 び

 「狂気 の 中 に素晴 ら しい正 気 の交錯 す る変 った狂 人」(『 ドン ・キ ホー

テ』後 篇第18章141頁)で あ る ドン ・キホーテは，最後 の冒 険であ るバ

ルセローナでの槍試合 で完璧 な敗北 を喫 して，ラ ・マ ンチ ャへ の帰途，次

のような嘆息 を もらす。

「この世で起 こることは，(…)決 して偶然 に起 こるのではな く，すべ

て天の個別的 な摂 理 による ものだ とい うこと じゃ。(…)わ しの運 命

もわ し自身がつ くり出 したわけだが ， どうや ら必 要なだけの慎 重な配

慮 を欠いていたようだ。つ ま り，いささか思 いあがっていて，それゆ

え予期せ ぬ手痛 い打撃 をこ うむった(…)。 」(後 篇第66章552頁)

 あたかもスペインそのものを指 しているような科白である。同時にこれ

は，青年期 と壮年期を祖国に捧げたセルバンテス自身の述懐でもあるだろ

う。フェリーペ2世 の時代にスペイン帝国は絶頂に達 したが，実はフェ

リーペ2世 は即位 した翌年の1557年 に破産宣告を出している。安定 した

経済 ・財政基盤を欠いたままヨーロッパ近代諸国家の先頭に立ちひたすら

拡張政策に身を賭 してきたスペインには，カ トリック両王から半世紀たっ

た時点で早 くも内部崩壊の兆 しが現われていた。これが露になるのがいわ

ゆる 「危機の年」である1640年 だが，それ以前のスペイン社会が見せて

いた綻びの数々を，セルバ ンテスは下級官吏としてスペイン各地を転々と

(70)会 田 由訳 ，前 掲 書 ，7-8頁 。

(71>同 じ内 陸 部 の ア ビ ラ(Avila)に 生 まれ た聖 テ レー サ ・デ ・ヘ ス ー ス の 父 親

 も黒 人 奴隷 を所 有 して い た(Fernandez Alvarez， op. Clt.， p.143.)。
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す る うちにつぶ さに 目に し， 『ドン ・キ ホーテ』 をは じめ とす る文学作 品

に結実 させ た。P.ヴ ィラー ルの言 うように，「この永遠 の書(『 ドン ・キ

ホーテ』)は ，今 もって， まず何 よりも1605年 とい う年の スペ イ ンで生 ま

れた書であ り，歴 史の中 に しか と置かれて こそ，その意味 を十全 に発揮す

る」(72)ので ある。

 本 稿は，セルバ ンテスの小説か ら，執筆時の社会 を彷彿 とさせ る現象や

人物 を選 び，そ こに若干の実証的デー タを加 えて，黄金時代 のスペ イ ン社

会のい くつかの面 を再構築す る試みだ った。文学作品 を史料の一種 として

扱 う際 には，む ろん検 閲な どの時代 環境 を考慮 に入れ な ければ な らな い

が，J.M.ホ ベ ール ・サモー ラの言 うように， 「色，臭い，音 を伴 った」(73>

生 き生 きとした時代 の イメー ジを提 供す る史料 は他 に多 くは見あ た らな

い。そ して，下 に引用す るP.ヴ ィラー ルの言 葉 の ご と く，我 われ の前

に，実際 には手 に届か ない過去の世界 を立 ち上げて くれ るのであ る。

「(文 学 作 品 は)世 界 を 写 生 す る こ と な く， 学 術 書 よ り も巧 み に ， そ の

機 構 を つ ま び ら か に す る 。(No《pinta》el mundo， sino que， mejor

que un tratado erudito， desmonta sus mecanismos...)」(74)

(72)Vilar， op. cit.， p，332.カ ッ コ 内 引 用 者 ， 傍 点 は 原 文 カ ッ コ 付 き。

(731Jover Zamora， Jose Maria，'De la literatura como fuente historica'，en His-

 toriadores espanoles de nuestro siglo， Madrid，1999(antes publicado en Bo-

 letin de la Real Academia de la Historia， CLXXXIX-1， Madrid，1992， pp.23-

 42.)，p.349.

(74)Vilar， op. lbid.， p.345.和 訳 は ， 清 水 憲 男 『ド ン ・キ ホ ー テ の 世 紀 一 ス ペ イ

 ン黄 金 時 代 を 読 む 一 」 岩 波 書 店 ，1990年 ，318頁 よ り 引 用 ， カ ッ コ 内 清 水 ， 傍

 点 は 原 文 カ ッ コ 付 き 。


